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「藝える」は「　　」と読みます。今号は映画専攻の特集です。そこ

は完全にグループワークの創造世界です。最初に取材した授業は、 

結末の書かれていない同じ脚本をもとに4組の修士1年のチームが映画をつくるという

実習でした。そこでは、メンバーがどう脚本を「解釈」するかが問われます。解釈とは、

ある対象を自分の視点から意味づけること。しかし芸術に携わる者にとっては、それを 

表現することまでが解釈です。もちろん中心は監督の解釈ですが、セットを組み、

照明を当て、カメラを回し、演技をし、音をつけ、編集する─そのどのプロセスに 

おいても各領域担当者の解釈があり、それらが美しいディテールやスムーズな流れを

つくりだす。未来の映画人を育むそんな現場のドキュメンタリー、ご一読ください。

 藤崎圭一郎／美術学部デザイン科教授・本誌編集長
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映
像
研
究
科
映
画
専
攻

実
録
！

  
未
来
の

映
画
人
た
ち
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頭に浮かんだアイ
デア、心と体をつ

き動かす思い……
映画を撮りたい！

そんな衝動をかた
ちにしようとする学

生たちが集った、
映画専攻。

ひとりではできな
い、だからこそ、映

画づくりはすばら
しい。学びながら

3本の短編を制作
する最初の１年、

そのはじまりの日
々を追いました。

映画専攻修士1年、怒涛の前期

語って撮って、また語る

文＝大谷道子
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映
画
を
見
る
と
き
、「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
」（
最
後
に

流
れ
る
キ
ャ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
っ

て
最
後
ま
で
ご
覧
に
な
り
ま
す
？
　
筆
者
は
見
る
派

で
す
。
映
画
の
余
韻
に
浸
り
つ
つ
、
た
く
さ
ん
の
名

前
を
眺
め
て
「
へ
ー
、
こ
ん
な
仕
事
が
」「
あ
、
友

だ
ち
と
同
姓
同
名
」
な
ん
て
。
で
も
、
最
近
の
エ
ン

ド
ロ
ー
ル
、
長
く
な
い
で
す
か
？
　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
超

大
作
な
ん
か
、
ど
う
か
す
る
と
10
分
近
く
も
…
…
。

　
は
、
さ
て
お
き
、
そ
り
ゃ
あ
長
く
も
な
る
よ
な
と
、

目
の
前
の
光
景
を
見
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
思
う
。

「
シ
ー
ン
1
、
段
取
り
か
ら
行
き
ま
す
」

「
は
い
、
段
取
り
！
（
一
同
復
唱
）」

　
横
浜
、
馬
車
道
駅
付
近
の
路
上
。
ま
も
な
く
開
始

さ
れ
る
映
画
の
撮
影
を
待
つ
『
藝
え
る
』
取
材
班
の

前
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
キ
ビ
キ
ビ
と
動
い
て
い

る
。
俳
優
に
演
技
を
つ
け
る
監
督
。
カ
メ
ラ
や
マ
イ

ク
な
ど
機
材
を
準
備
す
る
ス
タ
ッ
フ
。
車
や
人
の
往

来
に
目
を
配
る
人
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
動

向
を
見
守
る
、
少
し
（
い
や
か
な
り
）
大
人
な
人
々
。

　
俳
優
を
除
く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
今
年
入
学
し
た

大
学
院
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
の
修
士
1
年
生
。
馬

車
道
と
元
町
中
華
街
の
2
つ
の
校
舎
を
拠
点
と
し
、

今
年
、
設
立
20
周
年
を
迎
え
た
こ
の
専
攻
の
21
期
生

が
、
最
初
の
映
画
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。

最
初
の
ロ
ケ
か
ら
、す
で
に
頼
も
し
い

　
映
画
専
攻
に
は
映
画
表
現
技
術
領
域
と
映
画
制
作

技
術
領
域
が
あ
り
、
さ
ら
に
前
者
に
監
督
、
脚
本
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
後
者
に
撮
影
照
明
、
美
術
、
サ
ウ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
編
集
と
全
部
で
7
つ
の
領
域
が
あ

る
。
実
習
に
重
き
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
特
徴

で
、
歴
代
の
教
授
陣
に
黒
沢
清
氏
、
北
野
武
氏
（
と

も
に
監
督
領
域
）、
坂
元
裕
二
氏
（
脚
本
領
域
）、
栗

田
豊
通
氏
（
撮
影
照
明
領
域
）
な
ど
第
一
線
の
映
画

人
が
名
を
連
ね
、
数
多
く
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
輩
出

し
て
き
た
。
2
0
2
1
年
公
開
の
『
ド
ラ
イ
ブ
・

マ
イ
・
カ
ー
』
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
国
際
長
編
映
画
賞
、

23
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
で
は
『
悪
は
存

在
し
な
い
』
が
銀
獅
子
賞
に
輝
い
た
映
画
監
督
・
濱

口
竜
介
氏
は
、
こ
こ
の
2
期
生
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
時
点
で
5
月
初
旬
。
入
学
し
て

ひ
と
月
ほ
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
習
に
入
っ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
こ
の
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
相
当
に
ハ

ー
ド
。
各
領
域
の
基
礎
を
学
ぶ
講
義
を
受
け
、
さ
ら

に
撮
影
に
向
け
て
は
外
部
講
師
を
招
い
て
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
講
習
も
受
講
済
み
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

実
習
（
以
下
、
オ
リ
エ
ン
実
習
）
と
名
付
け
ら
れ
た

最
初
の
課
題
で
は
、
学
生
た
ち
が
4
班
に
分
か
れ
、

5
分
の
短
編
作
品
を
撮
影
、
制
作
す
る
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
て
い
た
の
は
監
督
領
域
の
山
中
隆

史
さ
ん
の
班
、
通
称
「
山
中
組
」
の
屋
外
ロ
ケ
。
段

取
り
（
撮
影
前
の
打
ち
合
わ
せ
や
準
備
）
を
終
え
た

ス
タ
ッ
フ
が
位
置
に
つ
き
、
ま
ず
は
「
テ
ス
ト
」。

カ
メ
ラ
や
録
音
が
開
始
さ
れ
、
本
格
的
な
構
え
だ
。

「
テ
ス
ト
行
き
ま
す
」「
テ
ス
ト
ぉ
！
（
復
唱
）」
に

続
い
て
「
回
り
ま
し
た
」
と
コ
ー
ル
す
る
の
は
サ
ウ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
領
域
の
録
音
チ
ー
ム
。「
回
る
」
は
、

か
つ
て
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
た
頃
の
名
残
で
、
現

在
、
映
像
や
音
声
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
に
収
録
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
よ
ー
い
、
ハ
イ
ッ
！
」
の
合
図
と
カ
チ
ン
コ
の
音
。

ふ
む
ふ
む
、
鳴
ら
す
の
は
助
監
督
と
。
そ
う
い
え
ば
、

監
督
す
る
こ
と
は
よ
く
「
メ
ガ
ホ
ン
を
取
る
」
と
表

現
さ
れ
る
が
、
山
中
監
督
の
手
に
は
メ
ガ
ホ
ン
な
し
。

で
も
、
一
同
の
集
中
が
グ
ッ
と
高
ま
る
。

　
こ
こ
で
大
事
な
の
が
、
通
行
人
の
整
理
や
車
の
動

向
。
道
路
使
用
許
可
は
申
請
済
み
で
も
、
一
般
の
通

行
人
や
車
は
止
め
ら
れ
な
い
。
芸
術
の
た
め
と
は
い

え
、
こ
う
し
て
社
会
の
な
か
で
活
動
す
る
な
ら
「
撮

ら
せ
て
い
た
だ
く
」
姿
勢
が
大
事
な
の
だ
。
整
理
を

担
う
の
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
領
域
の
学
生
た
ち
。
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
え
ば
フ
ラ
ッ
と
現
場
に
や
っ
て

はみだしコラム
映画専攻の８名の教授が、それぞれテーマを決めて、おすすめの映画を挙げてくれました。3

3



上：セット裏に貼られた「日々スケ（日
ごとのスケジュール）」。撮影順、シーン
ごとの撮影時間（厳守）などが詳細に。
下：呉組の「美打ち」。美術部がセット
のイメージを図示しながら詰めていく。
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き
て
「
○
○
ち
ゃ
ん
、
最
近
ど
う
？
」
な
ん
て
い
う

の
は
昭
和
ド
ラ
マ
の
見
す
ぎ
で
、
企
画
立
ち
上
げ
か

ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
進
行
と
予
算
の
管
理
、
必
要

と
あ
ら
ば
撮
影
に
立
ち
会
い
、
完
成
し
た
映
画
の
セ

ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
費
用
や
収
益
の
清
算
ま

で
担
う
、
多
忙
か
つ
責
任
重
大
な
役
回
り
で
あ
る
。

　
テ
ス
ト
を
何
度
か
繰
り
返
し
、
い
よ
い
よ
本
番
。

テ
イ
ク
1
、
テ
イ
ク
2
、
あ
あ
、
大
事
な
と
こ
ろ
で

バ
ス
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
！
　
い
ち
い
ち
拳
を
握
り

し
め
る
我
々
に
「
そ
れ
じ
ゃ
倒
れ
ち
ゃ
う
か
ら
、
適

当
に
」
と
笑
い
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
の
は
、

サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
領
域
の
長
嶌
寛
幸
教
授
（
P

31

か
ら
の
授
業
ル
ポ
も
ぜ
ひ
）。
確
か
に
、
学
生
た
ち

は
、
と
き
お
り
笑
顔
も
の
ぞ
か
せ
る
余
裕
ぶ
り
。
他

大
学
の
映
画
学
科
や
専
門
学
校
で
学
び
、
な
か
に
は

プ
ロ
の
現
場
で
修
業
を
始
め
て
い
る
学
生
も
い
る
と

い
う
か
ら
、
実
は
頼
も
し
い
新
人
集
団
な
の
で
あ
る
。

臨
機
応
変
に「
こ
だ
わ
り
」を
表
現

　
続
い
て
、
馬
車
道
校
舎
の
ロ
ビ
ー
に
建
て
ら
れ
た

セ
ッ
ト
で
の
撮
影
。
小
上
が
り
と
カ
ウ
ン
タ
ー
の
あ

る
や
や
レ
ト
ロ
な
飲
食
店
風
で
、
家
具
や
照
明
、
食

器
、
壁
に
張
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
ま
で
美
術
領
域
の
学

生
を
中
心
に
設
え
ら
れ
た
、
物
語
の
た
め
の
空
間
だ
。

　
お
っ
と
、
大
事
な
前
提
を
。
オ
リ
エ
ン
実
習
は
、

脚
本
領
域
の
大
石
み
ち
こ
教
授
（
ゼ
ミ
風
景
は
P

26

「
授
業
S
A
N
K
A
N
」
で
）
が
書
い
た
短
編
脚
本

「
お
で
ん
屋
竹
子
」
を
ベ
ー
ス
に
展
開
。
旧
知
の
女

性
・
清
水
竹
子
の
消
息
を
聞
き
、
彼
女
の
お
で
ん
屋

を
訪
れ
た
男
・
里
崎
透
。
会
話
を
重
ね
る
う
ち
に
、

実
は
竹
子
が
す
で
に
こ
の
世
の
人
で
は
な
い
こ
と
が

判
明
し
…
…
と
い
う
あ
ら
す
じ
に
各
班
が
脚
色
を
加

え
、
独
自
の
世
界
を
つ
く
り
出
す
。
セ
ッ
ト
も
大
枠

で
共
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
立
て
に
よ
っ
て
適
宜
飾

り
替
え
を
行
っ
て
撮
影
す
る
と
い
う
段
取
り
だ
。

　
こ
の
空
間
を
生
み
出
す
の
に
必
須
な
の
が
、「
美

打
ち
」
と
呼
ば
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
美
術
関
連
の

内
容
が
多
い
ゆ
え
に
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
な
の

だ
が
、
要
は
、
撮
影
に
必
要
な
す
べ
て
を
主
要
ス
タ

ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
て
検
討
す
る
会
議
で
あ
る
。

　
オ
リ
エ
ン
実
習
で
も
班
ご
と
に
実
施
。
脚
本
の
流

れ
に
沿
っ
て
「
時
代
は
い
つ
で
す
か
」「
季
節
と
場
所
、

時
間
帯
は
」
と
い
っ
た
前
提
に
加
え
、
シ
ー
ン
ご
と

の
セ
ッ
ト
に
必
要
な
も
の
、
照
明
（
昼
か
夕
方
か
夜

か
、
室
内
か
屋
外
か
）、
音
（「
ア
ン
ビ
」
と
呼
ば
れ

る
背
景
音
、
特
殊
効
果
、
音
楽
の
有
無
）、
衣
装
、

消
え
も
の
（
本
作
で
は
お
で
ん
や
飲
み
も
の
）
な
ど

な
ど
、
と
に
か
く
細
部
ま
で
詰
め
る
。
素
人
は
聞
い

て
い
る
だ
け
で
ヘ
ト
ヘ
ト
で
す
。
で
も
、
そ
の
辺
に

あ
る
も
の
で
チ
ャ
チ
ャ
ッ
と
、
で
は
撮
影
は
成
立
し

な
い
。
た
っ
た
5
分
間
で
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
一
か

ら
つ
く
る
の
は
、
想
像
以
上
の
大
事
業
な
の
だ
。

　
美
打
ち
の
段
階
か
ら
「
不
穏
な
も
の
に
し
た
い
」

と
語
っ
て
い
た
山
中
監
督
。
映
画
美
学
校
で
学
ん
だ

時
代
か
ら
自
分
で
も
脚
本
を
書
き
、
確
固
と
し
た
方

針
が
あ
る
も
よ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば
、
セ
ッ
ト
も
ど
こ

か
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
演
じ
る
俳
優
の
表
情
も
い

わ
く
あ
り
げ
。
と
、
こ
こ
で
驚
き
の
事
実
が
。脚
色
で

は
竹
子
と
里
崎
の
関
係
、
竹
子
が
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
、

2
人
が
ど
う
な
る
か
が
焦
点
だ
が
、
美
打
ち
で
聞
い

て
い
た
竹
子
の
死
因
（
い
ず
れ
も
里
崎
に
起
因
）
が

馬車道校舎の入る石造りの建造物は、1929（昭
和4）年竣工の旧富士銀行。堂々たる風格で、
横浜市認定歴史的建造物にも指定されている。

市山尚三教授（プロデュース領域）の“生き方を決めた映画”　『ツィゴイネルワイゼン』［鈴木清順
監督、1980年、日本］　内田百閒の小説を翻案した怪奇映画の傑作。大学1年の時に見て、堅実な
人生を送るくらいなら死んだほうがましだと感じました。その意味では現在の自分の生き方を決めた映
画であるといえるでしょう。

5
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山中組『淵』撮影の段取り中。画面のな
かでは2人きりのシーンにも、実はこれ
だけのスタッフが（外にはもっといる）。
カウンターや棚の上、柱に掛けられた小
物まで、組ごとにほぼ飾り替えを行う。
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交
通
事
故
か
ら
自
殺
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
！

「
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
先
も
、
ま
た
変
わ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
不
敵
に
笑
う
山
中
監
督
。
そ
ん

な
こ
と
あ
る
？
　
た
だ
、
当
然
情
報
は
ス
タ
ッ
フ
に

共
有
済
み
。
撮
影
は
そ
の
場
で
の
創
意
工
夫
を
加
え

な
が
ら
、
つ
つ
が
な
く
進
め
ら
れ
た
。

　
見
学
し
た
も
う
1
チ
ー
ム
は
、
中
国
か
ら
の
留
学

生
・
袁エ

ン
・
ツ
ウ通
監
督
の
「
袁
組
」。
同
じ
脚
本
を
ベ
ー
ス

に
し
な
が
ら
、
サ
ス
ペ
ン
ス
色
の
強
い
山
中
組
と
異

な
り
、
袁
組
で
は
最
愛
の
人
・
竹
子
を
失
っ
た
里
崎

の
悲
し
み
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
交
え
て
綴
ら
れ
る
。

　
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
の
撮
影
ゆ
え
、
台
本
上
で
過
去
か

ら
現
在
に
場
面
が
変
わ
れ
ば
飾
り
替
え
に
な
る
。
大

急
ぎ
で
準
備
す
る
美
術
部
（
現
場
で
は
役
割
ご
と
に

「
部
」
呼
び
が
基
本
）
学
生
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

三
ツ
松
け
い
こ
教
授
は
、
是
枝
裕
和
監
督
の
『
怪

物
』（
23
年
）
の
廃
電
車
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
あ
ふ

れ
る
セ
ッ
ト
を
数
々
手
が
け
る
現
役
美
術
監
督
だ
。

「
藝
大
で
は
、
美
術
は
衣
装
や
ヘ
ア
メ
イ
ク
も
担
当

す
る
の
で
忙
し
い
ん
で
す
。
で
も
、
脚
本
や
編
集
と

い
っ
た
、
普
段
は
現
場
に
関
わ
ら
な
い
ほ
か
の
領
域

の
学
生
も
、
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
」

　
物
語
の
キ
ー
ア
イ
テ
ム
と
し
て
美
打
ち
で
監
督
が

強
く
要
望
し
て
い
た
の
が
、
里
崎
が
食
べ
、
生
き
る

意
欲
を
取
り
戻
す
お
弁
当
（
竹
子
作
）
の
中
身
。

「
レ
バ
ニ
ラ
丼
に
し
た
い
」「
ガ
ッ
ツ
リ
系
の
男
飯
、

っ
て
こ
と
？
」「
い
や
、
ニ
ラ
の
緑
は
絶
対
」

　
美
術
部
の
手
配
に
よ
り
、
ち
ゃ
ー
ん
と
用
意
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
弁
当
を
か
き
込
む
里
崎
役

の
俳
優
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
る
学
生
た
ち
が
、「
喉
、

乾
い
ち
ゃ
う
ね
。
水
用
意
し
と
こ
う
」
と
動
く
気
配

り
た
る
や
！
　
さ
さ
や
か
な
、
で
も
確
実
な
仕
事
の

積
み
重
ね
が
映
画
の
一
コ
マ
一
コ
マ
に
な
っ
て
い
く
。

　
撮
影
は
各
組
1
日
ず
つ
、
9
時
か
ら
18
時
ま
で
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
観
点
か
ら
も
、
時
間
厳

守
は
鉄
の
掟
で
す
。
4
日
間
続
け
て
行
わ
れ
、
撮
り

終
わ
る
た
び
に
撮
影
部
と
録
音
部
は
デ
ー
タ
を
セ
ー

ブ
、
そ
の
ほ
か
の
学
生
は
美
術
部
を
含
め
総
出
で
セ

ッ
ト
替
え
に
か
か
り
、
翌
日
の
撮
影
に
備
え
る
。

大
学
だ
か
ら
学
べ
る「
チ
ー
ム
」感

　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
4
本
（
↓
P

10
）
は
、

5
月
末
の
上
映
会
で
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
。
撮
影

現
場
に
行
け
な
か
っ
た
台
湾
出
身
の
呉

ユ
ー
・
チ
ェ
・
ウ
ー

語
哲
監
督
の

『A
perture

』（「
絞
り
」
の
意
）
は
、
生
と
死
の
境

界
を
さ
ま
よ
う
幻
想
を
ワ
ン
カ
ッ
ト
長
回
し
で
撮
影
。

も
う
1
作
の
田
之
上
裕
美
監
督
作
『
終
り
の
刻と

き

』
も

ま
た
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
展
開
の
な
か
に
視
覚
効
果

と
音
響
で
意
外
な
真
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　
山
中
組
の
『
淵
』
の
衝
撃
の
展
開
に
、
ざ
わ
つ
く

上
映
会
場
。
そ
し
て
袁
組
、
な
ん
と
、
あ
れ
だ
け
こ

だ
わ
っ
た
レ
バ
ニ
ラ
弁
当
の
シ
ー
ン
が
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
！
　
し
か
し
、
消
え
な
い
愛
の
温
か
み
が
し

み
じ
み
と
腹
に
落
ち
る
仕
上
が
り
だ
っ
た
。

　
今
回
は
あ
く
ま
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
教
授
、
講
師
陣
か
ら
の
細
か
な
講
評
は
な

し
。
と
は
い
う
も
の
の
、
1
本
つ
く
り
上
げ
て
み
る

と
、
学
生
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
課
題
は
噴
出
す

る
。
誰
も
が
難
し
か
っ
た
と
語
っ
た
の
が
、
や
は
り

5
分
間
と
い
う
尺
（
長
さ
）
の
制
約
。

「
た
い
へ
ん
だ
と
思
う
け
ど
、
規
定
を
守
る
の
は
と

て
も
大
事
。
映
画
祭
だ
っ
た
ら
、
オ
ー
バ
ー
し
た
作

品
は
絶
対
に
か
け
て
も
ら
え
な
い
か
ら
」
と
、
編
集

領
域
の
横
山
昌
吾
教
授
（
↓
P

28
〜
）。「
映
画
づ

く
り
は
、
そ
の
作
品
が
必
要
と
す
る
時
間
を
見
い
だ

し
て
い
く
作
業
で
も
あ
る
。
で
も
1
年
生
の
実
習
で

は
、
制
約
の
な
か
で
や
っ
て
み
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん

に
得
る
も
の
や
発
見
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
、
監
督
領
域
担
当
で
専
攻
長
で
も
あ
る
諏

訪
敦の

ぶ

彦ひ
ろ

教
授
（
↓
P

18
〜
）
が
続
け
る
。

　
映
画
に
お
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
、

あ
れ
）
に
指
摘
を
入
れ
た
の
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
領

8

8



上：強風に抗いつつの外ロケ。中上：録音するサウンドデ
ザイン領域の学生を指導するゲスト講師・南徳昭さん（中
央）は、専攻設立以来の20年選手。中下：首吊り死体の脚
部分を撮るためのテスト。安全第一で。下：OK、NGなど、
シーンごとの詳細な撮影記録は編集領域の学生が担う。

上：廃墟になったおでん屋を、蜘蛛の巣などで装飾。埃は
はったい粉で。中上：濱口竜介監督に憧れ、藝大への留学
を決めた袁監督。演出ノートは母国語で書き込む。中下：
幻の「レバニラ弁当」。下：回想場面での竹子の鼻歌（こ
の作品のために作曲）と一部のセリフをスタジオで別録り。

袁組 山中組
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域
の
渡
辺
栄
二
客
員
教
授
。
時
間
の
制
約
で
1
枚
画

面
で
の
表
示
と
な
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
「
キ
ャ
ス
ト

と
ス
タ
ッ
フ
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
な
い
」
と
厳
し
く

指
摘
。
正
確
さ
と
配
慮
を
備
え
た
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
画

面
づ
く
り
も
ま
た
、
映
画
の
表
現
の
一
部
な
の
だ
。

　
反
省
会
を
終
え
た
一
同
に
「
ど
う
で
し
た
か
、
皆

さ
ん
」
と
、
諏
訪
教
授
は
語
り
か
け
る
。

「
同
じ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
同
じ
セ
ッ
ト
を
使
い
、

同
じ
俳
優
を
起
用
し
て
映
画
を
つ
く
る
経
験
は
、
学

校
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
。
限
ら
れ
た
状
況
の
な
か
で
、

ま
っ
た
く
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
異
な
る
4
本
の
映
画
が

で
き
た
の
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
藝
大

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
専
門
的
な
勉
強
を
し
な
が

ら
能
力
を
結
集
さ
せ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
に
近
い
や

り
方
で
す
が
、『
そ
れ
は
監
督
の
仕
事
』『
こ
れ
は
美

術
担
当
』
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
常
に
チ
ー
ム
で
1
つ
の
作
品
を
つ
く
る
仲
間

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
忘
れ
ず
や
っ
て
い
け
た
ら
」

　
最
後
は
、
全
員
で
拍
手
。
だ
が
、
1
年
生
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
本
番
は
、
こ
こ
か
ら
な
の
だ
。

初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
挑
む
、夏

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
3
週
間
後
、
我
々
は
新
し
い
作

品
の
撮
影
現
場
に
い
た
。
次
の
課
題
は
、
8
分
間
の

オリエンテーション実習作品
大石みちこ教授による脚本「おでん屋竹子」を原案に、各班が脚色。里崎透役に俳優・竹内啓、清水竹子役に
俳優・元水颯香が、それぞれ出演、声のみ出演の「よっちゃん」役は、各組が独自にキャスティングを行った。

すべて©東京藝術大学大学院映像研究科

記憶に導かれ、男は古びたおでん屋を訪れる。懐かし
い声。愛がそこにあった証しがひらひらと降り積もる
……。「マジックリアリズム的手法で挑みたい」と語
った呉監督のこだわりが幻想的なラストシーンに結実。

監督：呉語哲（ユー・チェ・ウー）
脚本：齋藤飛大地
プロデュース：椎野公史郎
撮影照明：盛智帆（セイ・チホ）
美術：徐夢欣（ジョ・ムキン）、 
張海昕（チョウ・カイキン）
サウンドデザイン：榮之陽（ロ
ン・シヨウ）
編集：李露（リ・ロ）

呉組
『Aperture』

〈君の忘れ物だよ〉。愛する人を失い失意の日々を送る
里崎。廃墟になったおでん屋を訪れ、ひととき温かな
夢に浸る。「描きたかったのは愛と喪失」と袁監督。
再生を感じさせる、4作のうち唯一のハッピーエンド。

監督：袁通（エン・ツウ）
脚本：藤村雪野
プロデュース：西原一憲、 
北野叶乃依
撮影照明：楊程（ヨウ・テイ）
美術：佐藤風花、中村光輝
サウンドデザイン：泰地輝（たい
ち・ひかる）
編集：田村真尋

袁組
『言葉のない朝に』

高校時代の同級生・竹子の店を訪れた里崎。2人の視
線は不穏に交錯する。残酷な過去。やがて竹子の真実
を知った彼が目にしたのは……。シビアな物語の表現
は「その場で生まれる芝居を大事にした」と山中監督。

監督：山中隆史
脚本：角森さら紗
プロデュース：大月美来、 张响（チョウ・キョウ）
撮影照明：村上葉平
美術：吴思（ゴ・シ）、 
劉明夫（リュウ・メイフ）
サウンドデザイン：髙橋丈希
編集：赤澤佐夜

山中組
『淵』

竹子の店に向かう里崎は、同級生「よっちゃん」から
の不可解な留守電を耳にする。竹子に再会した彼の脳
裏に、突然、ある出来事がよみがえり……ノスタルジ
ックな舞台設定がサスペンスに転じる瞬間を捉えた。

監督：田之上裕美
脚本：中元優
プロデュース：姚翔宇（ヨウ・ショウウ）
撮影照明：加藤健人
美術：劉清源（リュウ・セイゲン）、 
賀棋倫（カ・キリン）
サウンドデザイン：肖竹萱（ショウ・
チクケン）
編集：コリチハラ・モミ

田之上組
『終りの刻』
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夏
期
実
習
作
品
。
オ
リ
エ
ン
実
習
と
異
な
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
脚
本
に
よ
る
新
作
で
あ
る
。
オ
リ
エ
ン
実
習

中
に
次
の
作
品
の
美
打
ち
（
覚
え
た
言
葉
は
す
ぐ
使

う
主
義
）
と
準
備
を
行
い
、
さ
ら
に
こ
の
間
、
映
画

専
攻
が
長
年
交
流
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
映

像
音
響
芸
術
学
校（L

ラa F

フ
ェ
ミ
ス

ém
is

）

か
ら
学
生
た
ち
が
訪
れ
、
シ
ョ

ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
撮
影
実
習
も

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
過
密
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
そ
れ
で
も
、
現

場
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ム

ー
ド
は
変
わ
ら
な
い
。

　
元
町
中
華
街
校
舎
で
の
ロ
ケ

セ
ッ
ト
（
既
存
の
建
物
を
使
っ

て
つ
く
っ
た
空
間
）
で
撮
影
中

の
田
之
上
裕
美
監
督
作
品
は
、

校
舎
1
階
を
高
速
バ
ス
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
見
立
て
、
そ
こ
で
偶

然
出
会
う
男
女
の
心
の
触
れ
合

い
の
物
語
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
張

り
の
ロ
ビ
ー
に
カ
バ
ン
を
持
ち
、
カ
ー
ト
を
引
い
た

旅
客
が
行
き
交
う
様
子
は
、
う
ん
う
ん
、
ま
さ
に
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
風
景
。
骨
壷
と
と
も
に
座
る
男
性
主
人

公
の
姿
だ
け
で
も
す
で
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
だ
が
、

彼
の
側
に
近
づ
く
旅
の
客
…
…
も
し
か
し
て
、
い
や
、

も
し
か
し
な
く
て
も
諏
訪
教
授
？
　
よ
く
見
る
と
エ

キ
ス
ト
ラ
に
も
先
生
や
学
生
の
顔
が
。
ま
さ
に
全
員

野
球
（
撮
影
で
す
が
）。
そ
こ
に
女
性
が
登
場
。
彼

氏
と
電
話
で
も
め
て
い
る
様
子
で
、
感
情
を
爆
発
さ

せ
な
が
ら
手
元
の
荷
物
が
崩
れ
そ
う
に
な
る
、
な
か

な
か
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
そ
う
な
シ
ー
ン
。

「
お
ー
い
、
日
（
差
し
）
は
い
つ
ま
で
も
待
っ
て
く

れ
な
い
よ
！
」
と
発
破
を
か
け
た
の
は
、
撮
影
照
明

領
域
の
谷
川
創
平
教
授
。『
翔
ん
で
埼
玉
』
シ
リ
ー

ズ
や
『
は
た
ら
く
細
胞
』
な
ど
を
手
が
け
た
現
役
撮

影
監
督
の
声
、
さ
す
が
に
響
き
方
が
違
う
。

「
邪
魔
し
た
く
な
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
技
術
は
手
助

け
も
必
要
。
撮
影
が
作
品
の
カ
ラ
ー
を
決
め
る
っ
て

い
う
の
は
、
多
少
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
結
局
、
撮
っ
た
も
の
が
そ

の
ま
ま
映
る
わ
け
だ
か
ら
。
で
も

み
ん
な
、
映
画
を
撮
る
の
が
本
当

に
お
も
し
ろ
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

『
O
K
！
』
の
瞬
間
を
皆
で
つ
く
り

上
げ
る
の
が
醍
醐
味
か
な
」（
谷
川
）

　
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
な
か
、
2
人

の
距
離
が
縮
ま
っ
て
い
く
。
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
の
経
験
を
持

つ
田
之
上
監
督
は
「
偶
然
の
出
会

い
を
、
映
画
な
ら
必
然
や
運
命
に

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
が
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

以
上
に
真
実
を
語
れ
る
瞬
間
が
あ

る
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
言
う
。

　
そ
の
こ
ろ
、
馬
車
道
校
舎
で
は
、
山
中
組
に
よ
る

『
低
気
圧
家
族
』
を
撮
影
中
。
山
中
隆
史
監
督
曰
く

「

（
ひ
ど
い
人
、
の
意
）
し
か
出
て
こ
な
い
映

谷川創平教授（撮影照明領域）の“ほとんどのシーンのセリフを真似られる映画”　『犬神家の一族』
［市川崑監督、1976年、日本］　僕の人生を決めた映画は『ウッドストック』、好きな映画は『ロッキ
ー・ホラー・ショー』だけど、この映画は頭から離れません。2006年にセルフリメイクしていますが
1976年版には遠く及ばず。巨匠60歳での作品。

高い吹き抜けのある校舎ホールに設置されたおでん屋のセ
ット。どこまで映るか、どこから光が差すか、綿密な計画
と準備は必須。セット脇にはスタッフのおやつコーナーも。
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田之上組
上右：スタンバイ中の諏訪教授。主人公
の近くで、スマホの音漏れにも気づかず
サッカー中継に熱中する役の名は「迷惑
男」。一発OKに「NG、出しにくかった
んじゃないですか」と苦笑。上左：撮影
部を見守る谷川教授（右から2人目）は
「つい声が出ちゃうんだよな」。中：演出
中の田之上監督。下：バスターミナルの
セットにて。自然光と照明を組み合わせ、
昼～夕刻の自然な明かりを表現。前列左
のエキストラは渡辺客員教授。
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画
」
と
の
こ
と
で
、
オ
リ
エ
ン
実
習
に
続
い
て
ダ
ー

ク
な
志
向
が
全
開
。
団
地
の
一
室
と
い
う
閉
塞
空
間

で
生
き
る
娘
と
母
、
と
き
お
り
現
れ
る
父
親
と
の
希

望
な
き
日
常
を
リ
ア
ル
に
、
緻
密
に
収
め
て
い
く
。

　
学
生
た
ち
は
、
常
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
て
は
よ
く
動
く
。
好
き
な
こ
と
に
全
力
投
球
で
き

る
時
間
の
喜
び
。
そ
の
躍
動
と
充
実
が
、
完
成
す
る

作
品
の
な
か
に
凝
縮
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
っ
て「
反
省
会
」？

　
編
集
、
整
音
工
程
を
経
て
、
夏
期
実
習
制
作
の
新

作
4
本
は
8
月
上
旬
に
完
成
し
た
。
上
映
後
に
は
教

授
陣
の
講
評
を
交
え
て
の
反
省
会
が
行
わ
れ
る
。

　
呉
語
哲
監
督
作
『
ト
ラ
ム
と
冠
』。
舞
台
は
お
そ

ら
く
昭
和
後
期
、
閉
店
間
際
の
古
本
屋
で
過
去
へ
の

後
悔
を
抱
え
な
が
ら
誰
か
を
待
つ
店
主
と
、
そ
れ
を

見
守
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
の
ひ
と
と
き
を
収
め
た

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
1
作
。「
モ
ノ
ク
ロ
は
時
間
の
質

感
を
つ
く
り
や
す
い
。
孤
独
で
抑
圧
的
な
主
人
公
の

感
情
を
表
現
で
き
る
と
思
っ
た
」
と
い
う
監
督
の
弁

に
、「
そ
こ
に
あ
る
も
の
が
消
え
て
い
く
寂
し
さ
が

よ
く
出
て
い
た
」
と
イ
ラ
ン
出
身
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
で
あ
る
シ
ョ
ー
レ
・
ゴ
ル
パ
リ
ア
ン
客
員
教

授
。
た
だ
、
主
人
公
が
抱
え
る
過
去
に
つ
い
て
明
示

さ
れ
な
い
筋
運
び
に
「
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
と
、
す

べ
て
が
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
た
の

は
、
監
督
領
域
の
塩
田
明
彦
教
授
。

「
映
画
は
何
を
見
せ
て
何
を
見
せ
な
い
か
、
何
を
語

っ
て
何
を
語
ら
な
い
か
だ
か
ら
。
過
去
が
存
在
し
な

い
の
で
は
な
く
、
存
在
し
た
過
去
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
さ
せ
て
い
く
の
か
を
、
も
っ
と
考
え
て
ほ
し
い
」

　
袁
通
監
督
の
『
歩
く
動
物
、
眠
る
病
室
』
の
登
場

人
物
は
、
3
人
の
幼
な
じ
み
の
若
い
男
性
た
ち
。
旅

行
中
の
車
の
事
故
で
ひ
と
り
が
重
い
後
遺
症
を
負
い
、

そ
れ
を
境
に
、
あ
と
の
2
人
が
心
密
か
に
抱
い
て
い

た
感
情
が
あ
ふ
れ
出
す
。
低
予
算
を
や
り
く
り
し
て

「
病
室
の
雰
囲
気
が
う
ま
く
出
せ
た
」
と
三
ツ
松
教

授
。
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
展
開
を
、
あ
く
ま
で
ク
ー

ル
に
切
り
取
っ
た
演
出
に
も
「
特
別
で
な
い
日
常
的

な
光
景
に
す
る
こ
と
で
、
深
い
人
間
関
係
を
描
け

た
」（
塩
田
）
と
評
価
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
問
題
点
と
し
て
複
数
の
教
授
か
ら
指
摘
さ
れ
た
の

が
、
登
場
人
物
の
容
貌
が
や
や
似
て
い
る
こ
と
。

「
俺
も
年
だ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
若
い
俳
優
た
ち
の
見

分
け
が
つ
か
な
く
な
っ
て
き
て
。『
国
宝
』

を
見
て
て
も
、
と
き
ど
き
『
こ
れ
ど
っ

ち
？
』
っ
て
」
と
言
う
の
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
領
域
の
市
山
尚
三
教
授
。「
僕
も
最
近
そ

う
」
と
同
意
す
る
横
山
教
授
に
「
私
は
見
分

け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ
り
若
い
で
す
」

と
ゴ
ル
パ
リ
ア
ン
客
員
教
授
が
笑
う
。

「
ま
、
こ
れ
だ
け
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
言
え
る
の

は
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
っ
て
こ
と
だ
よ
」
と

の
谷
川
教
授
の
言
葉
に
納
得
す
る
。

　
と
、
こ
こ
で
、
あ
る
提
起
が
。

「
こ
れ
っ
て
、
自
分
の
作
品
、
そ
こ
で
や
っ
た
こ
と

を
発
表
す
る
会
で
す
よ
ね
？
　
だ
か
ら
、
反
省
会
っ

て
言
わ
な
く
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
」（
三
ツ
松
）

「
プ
ロ
の
現
場
で
も
そ
う
で
し
た
。
な
ん
で
反
省
ば

っ
か
り
す
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
」（
ゴ
ル
パ
リ
ア
ン
）

「
日
本
の
映
画
人
は
、
反
省
会
し
な
が
ら
お
酒
を
飲

三ツ松けいこ教授（美術領域）の“映画製作を目指すきっかけになった映画のひとつ”　『てなもんや
コネクション』［山本政志監督、1990年、日本］　渋谷につくられたオリジナル劇場で見ました。映画
のインパクトの強さもさることながら劇場の存在も強烈で、刺激と衝撃が相まった忘れられない体験で
した。破茶滅茶な内容のなかにも笑いと優しさがあり、色彩がきれい。映画の自由さを感じる作品です。

田之上組『二つ隣の人』より。壁に張られたポスタ
ーやモニターの画面に加え、机の上にディスプレイ
されたチラシまでがすべて美術部による手づくり。
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む
の
が
好
き
な
ん
で
す
よ（
笑
）」（
渡
辺
）

　
謙
虚
さ
ゆ
え
か
、
つ
い
つ
い
反
省
会
と
呼
ん
で
い

た
会
の
正
式
名
称
は
「
研
究
成
果
発
表
会
」。

「
も
と
も
と
は
講
評
会
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
も
違

う
よ
ね
。
皆
は
研
究
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
で
ど

う
い
う
課
題
を
見
つ
け
た
か
が

大
事
だ
か
ら
」（
諏
訪
教
授
）

　
と
い
う
こ
と
で
、
発
表
会
を

再
開
。
田
之
上
組
の
『
二
つ
隣

の
人
』
は
「
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ョ

ッ
ト
か
ら
、
こ
の
世
界
は
信
じ

ら
れ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
つ
く

り
込
ん
だ
時
点
で
す
べ
て
が
意

図
に
な
る
映
画
の
空
間
に
ど
う

人
を
招
き
入
れ
る
か
が
、
こ
の

作
品
で
は
う
ま
く
い
っ
た
」
と

諏
訪
教
授
が
評
し
た
。

　
骨
壷
の
扱
い
方
に
は
「
も
う

ち
ょ
っ
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
」（
市

山
）、「
僕
な
ら
最
初
は
鞄
に
入
れ
て
お
い
て
、
後
で

出
し
て
『
お
っ
』
と
思
わ
せ
る
」（
渡
辺
）
と
の
提
案
も
。

　
さ
ら
に
議
論
を
呼
ん
だ
の
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
を

行
き
交
う
人
物
や
音
の
扱
い
。「
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い

た
女
の
人
や
ほ
か
の
旅
客
に
、
つ
い
つ
い
気
を
取
ら

れ
た
」（
三
ツ
松
）、「
映
っ
て
い
る
範
囲
以
上
に
音

の
広
が
り
が
大
き
い
の
か
な
」（
長
嶌
）
と
声
が
上

が
れ
ば
、「
僕
は
も
っ
と
ガ
サ
ガ
サ
さ
せ
た
い
。
な

ん
な
ら
ア
ル
ト
マ
ン
（
米
・
映
画
監
督
。『
シ
ョ
ー

ト
・
カ
ッ
ツ
』
な
ど
群
像
劇
に
定
評
）
く
ら
い
。
ガ

ヤ
（
エ
キ
ス
ト
ラ
）
の
声
も
も
っ
と
聞
か
せ
た
い
し
。

長
嶌
さ
ん
の
音
づ
く
り
と
は
違
う
け
ど
…
…
す
み
ま

せ
ん
ね
」
と
塩
田
教
授
、
苦
笑
す
る
。

「
全
然
い
い
よ
！
　
意
見
は
違
っ
て
当
然
だ
か
ら
。

や
っ
て
い
い
な
ら
、
俺
だ
っ
て
も
っ
と
や
る
」（
長

嶌
）、「
あ
あ
言
っ
て
る
け
ど
、
セ
リ
フ
が
聞
こ
え
な

か
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
ダ
メ
だ
っ
て
言
う
よ（
笑
）」（
谷

川
）
な
ど
、
学
生
た
ち
も
あ
っ
ち
を
見
た
り
、
こ
っ

ち
を
見
た
り
。
い
い
な
ぁ
、
こ
の
雰
囲
気
。
本
末
転

倒
か
も
で
す
が
、
誰
か
と
こ
ん
な
や
り
取
り
が
し
た

い
か
ら
作
品
を
見
て
い
る
の
か
も
。
映
画
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
心
を
動
か

し
、
対
話
や
共
歓0

を
呼
ぶ
作
品
が

傑
作
な
の
だ
ろ
う
。

　
最
後
の
上
映
作
は
、
山
中
組
の

『
低
気
圧
家
族
』。「
ま
ず
、
タ
イ

ト
ル
が
秀
逸
だ
な
と
。
プ
レ
ゼ
ン

の
段
階
か
ら
話
題
を
呼
ぶ
は
ず
」

（
大
石
）
と
の
期
待
ど
お
り
、
ブ

レ
の
な
い
世
界
観
が
展
開
。「
娘

と
母
が
共
依
存
ぎ
み
な
う
え
に
、

そ
こ
に
父
親
が
依
存
し
、
そ
の
父

に
娘
も
依
存
。
山
中
く
ん
と
藤
村

さ
ん
（
脚
本
）
の
ユ
ー
モ
ア
と
狂

気
が
拮
抗
」
と
、
塩
田
教
授
は
テ
イ
ス
ト
の
濃
さ
に

好
感
。
物
語
を
支
え
た
「
飾
り
込
み
の
物
量
が
す
ば

ら
し
い
」（
三
ツ
松
）、「
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
撮
影

後
に
行
う
色
彩
調
整
）、
頑
張
っ
た
ね
。
非
常
に
プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
（
実
際
的
）」（
谷
川
）
も
高
評
価
を

得
た
。
一
方
で
「『
低
気
圧
家
族
・
第
1
話
』
か
長

母娘の暮らす居間と寝室の、団地らしい密室感。ものだけ
でなく、壁や襖にも入念に生活痕が施されていた。

上：『低気圧家族』撮影中。「母と娘と同じくらい、父と娘
の関係に惹かれた」と山中監督（左）。下：録音班はガン
マイクと俳優につけたワイヤレスマイクの音をセット外で
確認。ドライヤーの音と会話が重なる部分は別録りで。
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夏期実習作品
オリエテーション実習と同じく4班に分かれ、それぞれオリジナル脚本に基づく新作を制作。上映時間は
エンドロールを含めて8分以内。制作予算は1本あたり13万円をチーム内で按分して使う。紹介は上映順。

すべて©東京藝術大学大学院映像研究科

〈ずっと頭の中を巡っていて、自分を縛ってる〉。タイトル
は、過去への念に囚われ堂々巡りを続ける主人公のありさ
まを、街を巡るトラムと頭上の冠に託して付けたと脚本家。
ラストシーンに起こる奇跡は希望か、それとも絶望か。

呉組

監督：呉語哲
脚本：角森さら紗
プロデュース：北野叶乃依
撮影照明：加藤健人

『トラムと冠』

美術：呉思、劉清源
サウンドデザイン：畢宣哲（ヒツ・センテツ）
編集：コリチハラ・モミ
キャスト：松田淩汰、柴山大輝

事故による運命の変転により、秘めた思いがあらわに。
「2人のときと3人でいるときで、単に人が増えただけでな
く、画面にいろんなことが表れてくる。脚本はもちろん、
全領域の人にとっていい勉強になったのでは」と大石教授。

袁組

監督：袁通
脚本：中元優
プロデュース：椎野公史郎
撮影照明：村上葉平

『歩く動物、眠る病室』

美術：中村光輝、張海昕
サウンドデザイン：榮之陽
編集：赤澤佐夜
キャスト：秋沢隼市、藤家矢麻刀、竹内啓

〈……ちゃんと話しといた方いいですよ〉。愛する人を喪
うしな

っ
た男と愛を喪失したばかりの女性の、永遠のような一瞬。
「水が、いいメタファーに。最初から終わりまで、優しい
気持ちで見られる作品でした」とゴルパリアン客員教授。

田之上組

監督：田之上裕美
脚本：齋藤飛大地
プロデュース：大月美来、姚翔宇
撮影照明：楊程

『二つ隣の人』

美術：佐藤風花、徐夢欣
サウンドデザイン：髙橋丈規
編集：李露
キャスト：山本晃大、藤原希

夢、35歳。酒浸りの母と金を無心しに来る父。行き場のな
い日常を描きながら「外はもっと恐ろしく、ここにいる限
りは安全という不思議な安心感も漂う。幕切れに足された
台詞は、この作品が必然的に呼び込んだもの」と諏訪教授。

山中組

監督：山中隆史
脚本：藤村雪野
プロデュース：西原一憲、张响
撮影照明：盛智帆

『低気圧家族』

美術：賀棋倫、劉明夫
サウンドデザイン：大倉奏太
編集：田村真尋
キャスト：行平あい佳、和音、森岡豊、秋村和希
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編
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
の
よ

う
」（
市
山
）
と
の
意
見
も
。

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て

も
、
議
論
は
続
く
。

他
者
や
世
界
を 

諦
め
な
い
た
め
に

　
オ
リ
エ
ン
実
習
の
際
も
、
そ
し
て
こ
の
夏
期
実
習

発
表
会
の
場
で
も
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分

の
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
正

直
に
、
真
摯
に
言
葉
を
紡
い
で
い
た
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
言
葉
が

多
く
、
そ
の
な
か
に
多
く
登
場
し
た
の
が
「
も
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
れ
ば
」。
そ
れ

を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
取
材
に
あ
た
っ
て
読
ん
だ
、

あ
る
エ
ッ
セ
イ
の
一
節
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　
映
画
づ
く
り
を
志
す
青
年
が
い
る
。
業
界
に
足
を

踏
み
入
れ
た
ば
か
り

の
彼
は
、
自
分
の
や

っ
て
い
る
こ
と
に
ふ

と
限
界
を
感
じ
、
部

屋
に
閉
じ
こ
も
る
。

こ
の
ま
ま
こ
こ
に
と

ど
ま
っ
て
い
て
も
誰

も
困
ら
な
い
し
、
世
界
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
で
も
、

彼
は
あ
る
日
、
思
い
切
っ
て
友
人
に
電
話
を
す
る
。

映
画
を
撮
り
た
い
、
手
伝
っ
て
ほ
し
い

―
。

　
こ
れ
は
、
諏
訪
教
授
の
若
き
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

映
画
を
つ
く
る
の
は
、
友
だ
ち
に
電
話
を
か
け
る
こ

と
。
そ
の
細
い
1
本
の
糸
が
、
数
々
の
作
品
に
、
そ

し
て
現
在
に
つ
な
が
っ
た
。
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い

映
画
づ
く
り
は
、
徹
頭
徹
尾
、
対
話
と
調
整
の
積
み

重
ね
。
そ
れ
は
他
者
や
世
界
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
諦
め

る
こ
と
な
く
向
き
合
い
続
け
る
覚
悟
な
の
だ
。

「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
　
こ
れ
か
ら
ピ
ザ
・
パ
ー

テ
ィ
を
や
り
ま
す
。
先
生
方
も
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
。

あ
、
参
加
費
は
実
費
で
お
願
い
し
ま
す
」

　
ち
ゃ
っ
か
り
し
て
る
な
ぁ
、
と
教
授
陣
。
笑
顔
で

ロ
ビ
ー
へ
去
っ
て
い
く
学
生
た
ち
の
後
ろ
姿
は
、
ま

る
で
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
よ
う
だ
。
見
ま
す
よ
、

こ
れ
か
ら
も
。
長
い
長
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
な
か
に
、

い
つ
か
、
見
覚
え
た
名
前
を
発
見
で
き
ま
す
よ
う
に
。

＊

塩田明彦教授（監督領域）の“鑑賞後に思わず煙草を吸いたくなる映画”　『スモーク』［ウェイン・
ワン監督、1995年、アメリカ＋日本＋ドイツ］　NYブルックリンの街角に1軒の煙草屋がある。店主の
男は毎日同じ時間に店前に立ち、写真を撮る。そうして積み重ねられた写真はみな同じに見えて少し
違う。数年前に妻を亡くした小説家の男はそうした写真の中に思わぬ人物を発見し、心を揺さぶられ
る。素人によるいかにも素人じみたプロジェクトが、不意に確かな芸術性を発揮する。

反省会あらため研究成果発表会で。1年次はこのあと冬期
実習（20分）に、2年次は修了制作として、1年かけて中
長編に挑む。冬期実習以降の作品は映画祭出品の可能性も。

撮影現場でも美術部の制作を見
守り続けた三ツ松教授。「皆、
よくがんばった！」と終始笑顔。

市山教授。東京国際映画祭や東
京フィルメックスなどで若い才
能の発掘に取り組んできた。

『黄泉がえり』『春画先生』など
の作品がある塩田教授。テーマ
から細部までくまなく目配り。

＊ 

諏
訪
敦
彦「
い
ま
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」よ
り（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
刊『
誰
も
必
要

と
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
、映
画
の
可
能
性
の
た
め
に

―
制
作
・
教
育
・
批
評
』

所
収
）
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映
画
と

建
築
の

組
み
立
て
方

 

映
画
監
督
　
　
　
　
　 

建
築
家

諏
訪
敦
彦
×
中
山
英
之

対
談映

画
を
撮
る
。
建
物
を
設
計
し
、建
て
る
。

ひ
と
り
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
実
現
し
た
い
こ
と
と
、

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
協
働
し
、作
品
に
貢
献
す
る
バ
ラ
ン
ス
。

映
像
と
建
築
、そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
の
こ
れ
ま
で
を
見
据
え
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
を
、ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
。

映
画
監
督
、建
築
家
と
し
て
、そ
し
て
次
世
代
を
育
て
る
立
場
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
を
語
り
合
う
。

照明＝大迫夢希　文＝大谷道子 18
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中
山　
先
日
、
夏
期
実
習
の
撮
影
の
様
子
を
拝
見
し

ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
、
映
画
の
撮
影
を
見
た
の
も

は
じ
め
て
で
。
想
像
以
上
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
撮
影

が
断
片
的
な
の
で
、
こ
れ
が
1
本
に
つ
な
が
っ
た
と

き
に
ど
ん
な
映
像
が
立
ち
現
れ
て
く
る
の
か
が
、
ま

っ
た
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
に
い
た
人

た
ち
は
、
い
ま
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ど
ん
な
ふ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
動
い
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
と
、
す
ご
く
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

諏
訪　

そ
う
で
し
た
か
。
そ
の
前
に
はLa Fém

is

の
学
生
が
来
て
い
て
、
2
週
間
で
1
本
の
作
品
を
つ

く
っ
て
上
映
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
普
通
な
ら
い
ろ
い
ろ
準
備
が
必
要
で
す
が
、

な
に
し
ろ
時
間
が
な
い
の
で
、
即
興
で
。
で
も
、
学

生
た
ち
は
と
て
も
楽
し
ん
で
い
て
、「
映
画
を
撮
り
た

い
と
思
っ
た
頃
の
初
期
衝
動
を
思
い
出
し
ま
し
た
」

と
言
っ
て
ま
し
た
ね
。
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
と
面
倒

く
さ
い
こ
と
も
多
い
か
ら
、
忘
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

た
も
の
を
…
…
建
築
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

レ
ン
ガ
を
積
み
な
が
ら
、岩
を
跳
ぶ

中
山　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
建
築
は
即
興
で
は
つ
く

れ
な
い
の
で
、
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。

諏
訪　

実
は
昨
日
ま
で
、
僕
は
八
ケ
岳
に
い
た
ん
で

す
。
3
日
間
、
子
ど
も
た
ち
と
映
画
を
つ
く
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
1
年
生

か
ら
6
年
生
の
、
は
じ
め
て
出
会
っ
た
子
た
ち
が
6

人
で
1
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
話
も
一
か
ら
考
え
て
映

画
を
つ
く
っ
て
、
3
日
目
の
夕
方
に
は
上
映
会
を
。

中
山　

へ
ぇ
ー
っ
。

諏
訪　

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
行
っ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
、
最
初
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
か
ら
撮

影
に
行
く
と
い
う
一
般
的
な
映
画
の
制
作
プ
ロ
セ
ス

を
踏
も
う
と
す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
と
、
ぜ
ん
ぜ

ん
先
に
進
め
な
い
。
2
日
目
に
な
っ
て
も
撮
影
に
行

け
な
い
状
況
が
続
い
て
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
も
っ
た
い
な

い
な
と
。
映
画
制
作
の
い
ち
ば
ん
豊
か
な
部
分
は
、

や
っ
ぱ
り
皆
で
外
に
出
て
、
頭
だ
け
で
な
く
体
も
気

持
ち
も
全
部
動
員
し
て
撮
影
す
る
こ
と
で
す
か
ら
。

だ
か
ら
「
も
う
お
話
は
い
い
か
ら
、
撮
影
に
行
こ
う

よ
！
」
と
、
撮
影
を
始
め
て
し
ま
う
。
考
え
な
が
ら

撮
る
と
い
う
や
り
方
に
変
え
た
ん
で
す
。

中
山　

そ
う
す
る
と
、
と
り
あ
え
ず
撮
っ
て
み
て
、

そ
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
を
皆
で
見
て
…
…
。

諏
訪　

え
え
。
先
ほ
ど
学
生
た
ち
の
撮
影
が
断
片
的

に
見
え
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
全
体
が
な
く
、
目
の
前
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
全
部
撮
る
の
が
デ
フ
ォ
ル
ト
。

＊
1

＊
2

実習のセットが解体された後の馬
車道校舎1階ホールで。「あのセ
ット、建築科の学生が見たら大興
奮したと思います」と中山教授。
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こ
の
先
ど
う
な
る
か
は
、
ま
っ

た
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
僕

た
ち
の
仕
事
は
、
普
通
、
全
体

を
発
想
し
て
か
ら
取
り
か
か
り

ま
す
よ
ね
。

中
山　

え
え
。
建
築
の
場
合
は
、

と
く
に
そ
れ
が
顕
著
で
す
。

諏
訪　

最
初
は
怖
か
っ
た
で
す

よ
。
で
も
、「
こ
れ
は
何
な
の
？
」

「
ど
う
し
て
こ
う
な
る
の
？
」

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？
」

と
い
う
ふ
う
に
お
話
を
つ
な
げ

て
い
く
、
そ
う
い
う
、
紡
い
で

い
く
や
り
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
れ
で
思

い
出
し
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
評
論
家
の
ア
ン

ド
レ
・
バ
ザ
ン
が
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
映
画
に
つ
い
て

書
い
た
「
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
擁
護
」
と
い
う
エ
ッ
セ

イ
。
彼
は
映
画
に
は
「
レ
ン
ガ
の
映
画
」
と
「
岩
の

映
画
」
が
あ
る
と
い
う
ん
で
す
。
あ
な
た
の
目
の
前

に
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
の
川
を
越
え
て
向
こ
う
岸

に
行
き
た
い
と
き
、
人
は
橋
を
架
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
橋
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
よ
ね
。

中
山　

そ
う
で
す
ね
。

諏
訪　
そ
し
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
、
レ
ン
ガ

と
い
う
、
ひ
と
つ
の
扱
い
や
す
い
単
位
を
見
つ
け
て

積
み
上
げ
、
強
固
な
橋
に
す
る
。
映
画
に
も
、
そ
ん
な

つ
く
り
方
が
あ
り
ま
す
。
で
も
彼
は
、
一
方
で
「
岩

の
映
画
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
ん
だ
と
。
目
の
前
の

川
の
中
に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
岩
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
び
越
え
て
い
く
と
、
そ
の
瞬
間
、

岩
は
橋
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、

岩
は
人
間
の
た
め
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
う

ま
く
着
地
で
き
ず
に
川
に
落
ち
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
跳
び
越
え
る
よ

う
に
撮
影
し
て
い
く
と
、
あ
る
瞬
間

か
ら
そ
れ
が
映
画
に
な
っ
て
い
く
…

…
彼
は
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
映
画
を
そ

う
評
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は

ま
さ
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
や
っ

て
い
た
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

中
山　

う
ー
ん
。

諏
訪　

藝
大
の
授
業
の
場
合
は
、
な

か
な
か
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、

全
体
と
部
分
と
い
う
枠
組
み
の
な
か

で
手
順
を
踏
ん
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
シ
ョ
ッ
ト
を
積
み
上
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
気
持
ち
の
上
で
は
、
岩
を
跳

ぶ
よ
う
な
、
映
画
撮
影
の
も
っ
と
も
映
画
的
な
部
分

に
近
づ
き
た
い
。
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
商
業
映
画
の

現
場
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
教
育
の
場
で
な
ら

で
き
る
し
、
そ
れ
が
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

つ
く
ら
な
け
れ
ば
、意
味
は
表
れ
な
い

中
山　

の
っ
け
か
ら
、
と
て
も
刺
さ
る
お
話
で
す
。

僕
ら
が
建
築
科
の
教
室
で
議
論
し
て
い
る
こ
と
と
、

＊
3

＊
4

すわ・のぶひろ／1960年広島県生まれ。東京造形
大学造形学部デザイン学科卒業。96年に『2/デュオ』
で長編デビュー、99年の『M/OTHER』でカンヌ国
際映画祭国際批評家連盟賞を受賞。監督作品に『H 
STORY』（2001）、『不完全なふたり』（05）、『ユキと
ニナ』（09）、『ライオンは今夜死ぬ』（17）など。20
年の『風の電話』でベルリン国際映画祭国際審査員
特別賞、芸術選奨文部科学大臣賞を受賞。俳優での
出演作に『海辺へ行く道』（25）など。14年より大
学院映像研究科映画専攻教授、25年度より専攻長。

諏訪敦彦

す
で
に
そ
こ
に
あ
る
世
界
と
、ど
う
向
き
合
う
か
。

自
分
た
ち
の「
弱
さ
」か
ら
立
ち
上
が
る
作
品
が
あ
る
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ま
さ
に
そ
っ
く
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
建
築
は
、
ど
う

頑
張
っ
て
も
レ
ン
ガ
を
手
放
せ
な
い
。
す
べ
て
の
選

択
に
意
図
が
あ
り
、
そ
の
意
図
に
基
づ
い
て
自
分
で

は
な
い
人
が
手
を
動
か
し
て
建
築
物
を
つ
く
り
上
げ

る
の
で
、
徹
頭
徹
尾
、
指
示
書
が
な
け
れ
ば
動
け
な

い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
岩
の
建
築
は
つ
く
れ
な
い
と

い
う
諦
念
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。

諏
訪　

な
る
ほ
ど
。

中
山　

で
も
、
そ
も
そ
も
風
景
と
い
う
も
の
は
、
誰

が
最
初
に
始
め
た
の
か
わ
か
ら
な
い
事
物
の
連
関
に

よ
っ
て
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
景

色
が
見
せ
て
く
れ
る
一
瞬
の
感
動
や
日
常
の
力
強
さ

は
、
決
し
て
デ
ザ
イ
ン
で
き
な
い
、
先
ほ
ど
の
お
話

で
い
う
と
岩
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
を
目
指
し
て
、
僕
た
ち
は
と
に
か
く
目
の
前
の

レ
ン
ガ
を
精
緻
に
積
ん
で
い
く
。
諦
め
ず
に
や
っ
て

い
く
と
、
い
つ
か
建
築
家
の
意
図
が
透
明
に
な
っ
た

…
…
た
ま
た
ま
そ
こ
に
あ
っ
て
、
人
が
渡
り
歩
く
と

橋
に
な
り
、
そ
し
て
人
が
い
な
く
な
れ
ば
す
べ
て
が

た
だ
の
岩
に
戻
る
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
僕
た
ち
の
教
育
現
場
の
大
き
な

主
題
の
ひ
と
つ
で
す
し
、
そ
れ
が
試
せ
る
場
所
が
、

や
は
り
大
学
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪　

そ
う
で
す
ね
。
と
も
す
る
と
映
画
制
作
も
、

や
は
り
単
に
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
い
る
と
い
う
意
識
に

陥
っ
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
、
考
え
て
岩
を
跳
ぶ
こ
と

も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
即
興
だ
け
に
頼
ら
ず
、

ど
う
や
っ
て
そ
こ
に
至
る
か
を
考
え
て
…
…
手
元
に

あ
る
も
の
を
つ
な
げ
て
全
体
に
な
る
と
い
う
考
え
方

が
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
だ
と
す
る
と
、
全
体
が
な
い

か
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の
は
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

中
山　

は
い
。
学
生
も
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
言

葉
が
好
き
で
、
す
ぐ
使
う
ん
で
す
よ
。

諏
訪　

フ
フ
フ
、
や
っ
ぱ
り
。

中
山　

そ
の
た
び
に
「
意
味
は

表
れ
る
な
ん
て
言
う
な
。
意
味

は
つ
く
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
い

て
。
そ
の
意
志
が
な
い
限
り
、

決
し
て
偶
然
は
起
こ
ら
な
い
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

と
き
ど
き
奇
跡
の
よ
う
な
瞬
間

が
あ
っ
た
り
す
る
し
、
憧
れ
を

共
有
で
き
な
い
と
、
た
だ
し
ん

ど
い
だ
け
に
な
る
の
で
。
映
画

は
僕
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
思
い

を
励
ま
し
て
く
れ
る
存
在
だ
っ

た
り
し
ま
す
。
失
礼
な
が
ら
。

諏
訪　

い
や
い
や
、
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
な
ん
か
、
脚
本
を
書
か
ず
に
即
興
で
映
画
を
撮
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
ら
し
く
、
若
い

人
た
ち
か
ら
よ
く
「
諏
訪
さ
ん
の
よ
う
に
や
り
た

い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
意
志
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
し
、
つ
く
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
地
道
に

や
る
し
か
な
い
。
予
期
せ
ぬ
こ
と
を
期
待
し
た
時
点

で
、
何
か
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
。
で
も
、
小
津

安
二
郎
に
し
て
も
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン
に
し
て

も
、
ワ
ン
カ
ッ
ト
ワ
ン
カ
ッ
ト
を
厳
格
に
積
み
上
げ

＊
5

＊
6

＊
7

なかやま・ひでゆき／1972年福岡県生まれ。東京
藝術大学美術学部建築科卒業。同大学院美術研究科
建築専攻修士課程修了後、伊東豊雄建築設計事務所
に勤務。2007年、中山英之建築設計事務所を設立。
作品に「2004」（吉岡賞）、「O邸」「Yビル」「石の島
の石」、「弦と弧」（JIA新人賞）など。著書に『中山
英之 1/1000000000』（LIXIL出版）ほかがある。23年、
東京・渋谷の映画館「ル・シネマ 渋谷宮下」の内
装を担当。14年より東京藝術大学美術学部建築科
准教授、2024年より教授。

中山英之

い
つ
か
、奇
跡
の
よ
う
な
瞬
間
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

映
画
は
、そ
ん
な
憧
れ
を
忘
れ
ず
に
い
さ
せ
て
く
れ
ま
す

21



て
い
っ
て
、
最
終
的
に
は
そ
の
隙
間
の
、
ど
こ
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
神
が
降
り
て
く
る
ス
ペ
ー
ス
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
濱
口

（
竜
介
）
さ
ん
な
ん
か
は
、
映
画
に
は
偶
然
は
な
い

と
言
う
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

中
山　

濱
口
さ
ん
と
は
と
き
ど
き
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
る
ん
で
す
が
、
彼
が
教
え
て
く
れ
た
言
葉
に

「
想
像
力
の
労
働
」
が
あ
っ
て
。
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
A
と
い
う
シ
ー
ン

の
あ
と
に
B
の
シ
ー
ン
が
映
る
と
し
て
、
そ
の
間
に

あ
る
存
在
し
な
い
シ
ー
ン
が
、
映
画
を
見
る
人
そ
れ

ぞ
れ
の
な
か
に
違
っ
た
か
た
ち
で
現
れ
る
。
そ
れ
は

観
客
が
想
像
力
を
働
か
せ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
な
い
何
か
が
空
間
と
し
て
現
れ
、
意
識
が
別
の
場

所
に
移
っ
て
い
く
。
自
分
は
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で

す
。
僕
自
身
も
、
自
分
が
い
ま
ま
で
に
つ
く
っ
て
き

た
も
の
を
眺
め
て
い
て
、
つ
く
っ
た
つ
も
り
の
な
い

も
の
も
実
は
で
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
発

見
を
す
る
こ
と
が
、
た
ま
に
あ
り
ま
す
。

諏
訪　

ふ
ー
む
。

中
山　

ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
レ
ン
ガ
を
積
ん

で
い
た
つ
も
り
が
、
傍は

た

か
ら
見
る
と
、
そ
れ
が
ま
っ

た
く
違
う
構
造
に
属
し
て
い
て
…
…
都
市
の
な
り
た

ち
っ
て
、
そ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

自
分
で
は
つ
く
っ
た
つ
も
り
の
な
い
こ
と
の
連
鎖
で
、

計
画
す
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ

が
様
相
と
し
て
見
え
て
き
た
瞬
間
に
、
実
は
自
分
は

こ
れ
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
う

い
う
瞬
間
が
多
く
巻
き
起
こ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

不
思
議
と
う
ま
く
い
く
ん
で
す
。

隠
せ
な
い「
不
純
さ
」を
本
質
と
し
て

諏
訪　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
途
中
で
、
そ
れ
に
気
づ
く

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
か
？

中
山　

あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
は
映
画
と
建
築
で
、

と
く
に
教
育
に
お
い
て
違
う
と
こ
ろ
で
、
映
画
制
作

の
授
業
は
、
基
本
的
に
団
体
競
技
で
す
よ
ね
。
創
作

の
過
程
に
も
制
作
の
過
程
に
お
い
て
も
、
必
ず
複
数

の
人
が
い
て
、
分
業
し
て
い
る
。
つ
ね
に
他
者
が
い

て
、
そ
の
人
た
ち
の
な
か
で
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い

く
と
い
う
都
市
性
を
備
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
建
築
の
教
育
の
現
場
は
、
基
本
的
に
個
人
競
技

な
ん
で
す
。

諏
訪　

実
際
に
建
物
を
つ
く
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が

な
い
か
ら
で
す
ね
。

中
山　

え
え
。
拝
見
し
て
い
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

諏
訪　

僕
は
映
画
の
共
同
性
に
も
お
も
し
ろ
み
を
感

じ
て
い
る
の
で
す
が
、
柄
谷
行
人
さ
ん
が
「
建
築
の

不
純
さ
」
と
い
う
文
章
の
な
か
で
建
築
の
不
純
さ
を

指
摘
さ
れ
て
い
て
。
建
築
は
共
同
作
業
で
、
か
つ
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
求
や
法
律
の
縛
り
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
を
受
け
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
建

築
家
の
意
匠
だ
け
を
純
粋
に
取
り
出
す
こ
と
は
難
し

い
。
お
そ
ら
く
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
が
映
画
で
あ

＊
8

＊
9

＊
10

恋人たちの揺れ動く心、その表現を俳優たちの即興に委ねた諏訪
敦彦監督作『2/デュオ』。斬新な手法は多くの観客、映画人に衝
撃を与えた。柳愛里、西島秀俊ほかが出演。©ビターズ・エンド
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る
と
。
あ
ら
ゆ
る
芸
術
は
不
純
さ
を
抱
え
て
い
て
、

建
築
と
映
画
は
そ
れ
を
隠
せ
な
い
だ
け
で
、
共
同
性

か
ら
く
る
不
純
さ
の
な
か
に
こ
そ
本
質
が
あ
る
と
い

う
点
で
現
代
的
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
こ
に
非

常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
オ
ー
プ
ン
な
可
能
性
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
決
し
て
悪
く
な
い
。

中
山　

そ
も
そ
も
、
建
築
家
は
非
常
に
不
純
な
存
在

で
、
自
分
の
建
て
た
も
の
を
自
分
の
考
え
方
を
示
す

ひ
と
つ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
よ
う
に
考
え
る
傾
向
が
あ

る
。
そ
の
上
位
に
も
っ
と
崇
高
な
概
念
が
あ
り
、
そ

れ
を
競
い
合
う
の
が
建
築
家
の
あ
り
よ
う
だ
と
考
え

る
。
そ
う
し
た
ブ
ー
ム
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
頃
に
始

ま
っ
た
も
の
で
、
僕
ら
は
そ
の
末
裔
で
す
。
で
も
本

当
は
、
建
築
は
建
築
家
が
登

場
す
る
以
前
か
ら
存
在
し
、

建
築
家
は
、
た
ま
た
ま
征
服

し
た
都
市
に
あ
っ
た
石
造
り

の
建
造
物
を
ま
っ
た
く
違
う

宗
教
、
政
治
形
態
に
意
味
を

読
み
替
え
る
こ
と
に
優
れ
た

人
物
だ
っ
た
。
い
ま
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
実
は
そ
ち

ら
の
建
築
家
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
議
論
は
、
い
ま
建
築
界

で
盛
ん
で
す
。
と
く
に
日
本
は
人
口
も
経
済
も
縮
小

す
る
局
面
に
入
っ
て
き
て
、
か
つ
て
の
よ
う
に
ピ
カ

ピ
カ
の
新
し
い
建
物
を
つ
く
る
こ
と
が
叶
わ
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
も
、
そ
う
し
た
ム
ー
ド
を
醸

成
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
半
分
積
み
上
が
っ
た
レ
ン
ガ
を
、
あ
な
た

な
ら
ど
う
解
釈
す
る
？
と
い
う
職
能
へ
シ
フ
ト
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
提
案
が
、
学
生
た
ち
の

作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。

諏
訪　

な
る
ほ
ど
。
映
画
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な

い
で
す
が
、
僕
も
最
近
感
じ
る
の
は
、
映
画
と
い
う

も
の
が
、
さ
ほ
ど
長
く
な
い
歴
史
の
な
か
で
も
す
ご

く
権
力
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
罪
の
意

識
が
生
ま
れ
て
い
て
、
新
し
い
世
代
の
監
督
た
ち
の

作
品
に
、
そ
の
権
力
を
相
対
化
し
よ
う
、
あ
る
い
は

な
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
論
理
的
に
考
え
た
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
世

界
に
対
す
る
違
和
感
の
よ
う
な
も
の
か
ら
生
ま
れ
た

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
。
か
つ
て
、
映
画
を
撮
り

た
い
と
い
う
思
い
は
、
権
力
者
に
な
り
た
い
と
い
う

欲
望
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
こ
か
ら
い
か
に
遠
く

離
れ
て
、
そ
う
で
な
い
映
画
の
つ
く
り
方
を
す
る
か

…
…
自
分
が
あ
ら
た
に
世
界
を
構
築
す
る
と
い
う
よ

り
、
世
界
は
す
で
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
ど
う
や
っ
て

我
々
の
仕
事
を
立
ち
上
げ
て
い
く
の
か
。
そ
う
や
っ

て
つ
く
る
、
あ
る
種
、「
弱
い
」
映
画
を
、
皆
が
模

索
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

中
山　

そ
ん
な
息
吹
が
学
生
か
ら
感
じ
ら
れ
る
と
い

う
の
は
、
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

諏
訪　

で
も
い
ま
だ
に
、
人
は
映
画
を
見
る
と
き
、

圧
倒
さ
れ
た
い
と
思
っ
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
。
ど

こ
か
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
、

そ
う
い
う
作
品
を
求
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち

に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
弱
す
ぎ
て
は
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
…
…
し
か
し
、
も
の
を
つ
く
る
こ
と

は
、
決
し
て
い
ま
目
の
前
に
い
る
観
客
だ
け
を
相
手

に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。

諏訪敦彦教授（監督領域）の“この作品に出会わなかったら映画を撮ろうなんて思わなかった1本”　
『リトアニアへの旅の追憶』［ジョナス・メカス監督、1972年、アメリカ］　アメリカに亡命したリトアニ
アの詩人ジョナス・メカスはペンをカメラに持ち替えて詩を綴るように映画を撮り続ける。ひとりで映画
をつくることができるということを初めて知った作品。

施主が撮影したショートフィルムを映画館
形式で上映した展覧会。そのパンフレット
を再編集した『建築のそれからにまつわる
5本の映画』（TOTO出版）には、個性あふ
れる「その後」の物語も収録されている。
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と
き
に
は
、他
人
ご
と
の
よ
う
に
眺
め
て
み
る

中
山　

少
し
前
に
、
自
分
の
設
計
し
た
住
宅
の
施
主

に
カ
メ
ラ
を
渡
し
て
、
建
築
家
が
知
ら
な
い
時
間
を

撮
っ
て
も
ら
っ
て
映
画
に
し
て
、
そ
れ
を
上
映
す
る

と
い
う
形
式
の
展
覧
会
を
や
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

施
主
に
「
映
画
監
督
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。

諏
訪　

そ
の
様
子
、
著
書
で
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
住
人
た
ち
の
居
方
が
、
す
ご

く
い
い
で
す
ね
。
と
く
に
子
ど
も
た
ち
。

中
山　

は
い
。
僕
自
身
も
、
理
想
と
す
る
レ
イ
ア
ウ

ト
に
自
分
が
建
築
し
た
建
物
を
位
置
づ
け
、
コ
ン
セ

プ
ト
を
書
い
て
建
て
る
と
い
う
流
行
か
ら
逃
れ
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
た
が
、
自
分
の
つ
く

っ
た
も
の
を
他
人
ご
と
の
よ
う
に
眺
め
る
の
は
、
と

て
も
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。
た
だ
、
住
宅
は
や
は
り

個
人
と
の
関
係
で
す
が
、
映
画
は
も
っ
と
多
く
の
人

に
開
か
れ
た
も
の
で
す
よ
ね
。

諏
訪　

そ
う
で
す
ね
。
僕
が
最
初
に
つ
く
っ
た
長
編

『
2
／
デ
ュ
オ
』
が
で
き
た
と
き
、「
う
れ
し
い
け
ど
、

こ
ん
な
映
画
、
見
た
い
人
が
い
る
の
か
な
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
映
画
祭
に
呼
ん
で
も
ら

っ
た
と
き
も
、
そ
の
気
持
ち
は
同
じ
で
。
そ
し
て
上

映
が
始
ま
っ
た
ら
、
数
分
で
ど
ん
ど
ん
お
客
さ
ん
が

映
画
館
か
ら
出
て
い
く
ん
で
す
。

中
山　

う
わ
ぁ
…
…
そ
れ
は
怖
い
で
す
ね
。

諏
訪　

正
直
、
ま
い
っ
た
な
と
。
で
も
、
出
て
い
く

人
も
い
る
か
と
思
え
ば
、
登
場
人
物
の
男
に
ず
っ
と

怒
っ
て
る
人
も
い
る
し
、
泣
い
て
い
る
人
も
い
た
り

し
て
、
も
う
客
席
は
曼ま

ん

荼だ

羅ら

の
よ
う
な
状
況
。
た
だ

の
映
画
な
の
に
、
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
、

映
画
と
い
う
の
は
実
は
見
る
人
が
つ
く
る
も
の
な
ん

だ
と
感
じ
た
ん
で
す
。
ま
さ
に
想
像
力
の
労
働
で
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
バ
ラ
バ
ラ
な
シ
ー
ン
を
つ
な
げ
て

見
て
く
れ
た
観
客
に
よ
っ
て
、
捉
え
方
が
違
う
。
あ

る
種
の
映
画
は
「
皆
、
同
じ
だ
よ
ね
」
と
い
う
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
撮
ら
れ
ま
す
が
、
僕
の
作
品
は

そ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
か
、「
皆
、
違
う
よ
ね
」
と

い
う
映
画
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
だ
と
、
そ
う
納
得
し

ま
し
た
。
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
そ
の
く
ら
い
作
品

は
人
に
作
用
し
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
こ
と
。
家
も
、

欲
望
や
夢
の
投
影
だ
っ
た
り
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

中
山　

そ
う
で
す
ね
。
し
か
も
、
そ
れ
は
建
築
家
自

身
の
欲
望
じ
ゃ
な
い
。
だ
か
ら
、
設
計
を
始
め
る
と

き
は
、
い
つ
も
「
や
れ
や
れ
」
な
気
持
ち
な
ん
で
す
。

創
作
意
欲
が
は
ち
切
れ
そ
う
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
す

る
と
い
う
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
や
れ
や
れ
。

諏
訪　

僕
も
そ
う
で
す
よ
。
自
分
か
ら
「
こ
れ
を
や

り
た
い
」
な
ん
て
言
っ
て
撮
り
は
じ
め
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
。『
2
／

デ
ュ
オ
』
に
し
て
も
、
始
ま
り

は
美
術
監
督
の
磯
見
俊
裕
さ
ん
か
ら
「
何
か
撮
れ

よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
表
現
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
僕
は
あ
る
種
の
幻
想
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
か
っ
た
と
か
、

自
分
の
テ
ー
マ
は
こ
れ
だ
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で

＊
11

＊
12

濱口竜介監督作『PASSION』より。中山さんが注目したマンショ
ン内の場面では、リビング、ベランダなどを人物が行き来するたび、
人間関係に変化が生まれる。©東京藝術大学大学院映像研究科
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何
か
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
だ
か
ら
、

自
ら
の
発
信
で
な
け
れ
ば
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自

分
の
作
品
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
と
、
ぜ
ん
ぜ
ん
そ
ん

な
こ
と
は
な
く
て
、
誰
か
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る

こ
と
で
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
発
見
す
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

中
山　

そ
う
で
す
ね
、
本
当
に
。

建
築
は
絶
え
ず
議
論
と
説
得
の

末
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の

な
の
で
…
…
。
た
と
え
学
校
で

の
課
題
は
架
空
の
想
定
問
答
だ

と
し
て
も
、
学
生
た
ち
に
と
っ

て
の
第
一
の
相
手
と
し
て
、
僕

は
タ
フ
で
あ
り
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

諏
訪　

僕
も
、
こ
こ
で
自
分
が

何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

教
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、

あ
る
種
の
壁
と
い
う
か
、
最
初

の
他
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。「
君
の
言
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」
と
か
「
や
り
た
い
こ

と
は
こ
う
だ
と
言
っ
た
け
ど
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い

よ
ね
」
と
か
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
あ
ん
ま
り
し
て

い
な
い
気
が
す
る
。

中
山　

そ
ん
な
と
こ
ろ
も
、
映
画
と
建
築
は
ち
ょ
っ

と
似
て
い
る
ん
で
す
か
ね
。「
建
築
概
論
」
と
い
う
授

業
を
主
に
学
部
1
年
生
向
け
に
や
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
な
か
で
、
映
画
専
攻
の
修
了
制
作
の
…
…

た
と
え
ば
濱
口
さ
ん
の
『PA

SSIO
N

』
な
ど
を
皆
で

見
て
、
監
督
が
ど
ん
な
ふ
う
に
空
間
の
な
か
で
人
を

動
か
し
て
い
る
か
と
い
う
話
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

諏
訪　

へ
ぇ
。

中
山　

限
ら
れ
た
空
間
と
環
境
を
道
具
と
し
て
使
い

な
が
ら
、
物
語
を
前
に
進
め
て
い
く
。
優
れ
た
映
画

監
督
は
優
れ
た
空
間
の
観
察
者
で
も
あ
る
ん
だ
な
と
。

そ
う
い
う
視
点
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
自
分
た
ち
が

建
築
的
に
組
み
立
て
て
い
る
動
線
や
使
い
勝
手
、
雰

囲
気
と
い
っ
た
も
の
が
、
全
く
別
の
質
感
を
持
っ
た

世
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
設
計

で
き
な
い
部
分
を
学
ぶ
、
そ
の
う
え
で
、
映
画
ほ
ど

お
も
し
ろ
い
題
材
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

諏
訪　

い
い
で
す
ね
。
映
画
の
学
生
も
、
建
築
の
学

生
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
す
ご
く

刺
激
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く

同
じ
学
校
の
な
か
に
い
る
わ
け
で
す
し
、
こ
れ
か
ら

も
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＊
1　 

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
映
像
音
響
芸
術
学
校
。

＊
2　 一
般
社
団
法
人
こ
ど
も
映
画
教
室
が
主
催
。
2
0
2
5
年
は
諏
訪
氏
を
特
別

講
師
に
7
月
26
〜
28
日
、長
野
県
南
佐
久
郡
南
牧
村
で
開
催
。

＊
3　 

1
9
1
8
〜
58
。「
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
擁
護
」は『
映
画
と
は
何
か
』下
巻（
岩

波
文
庫
刊
）所
収
。

＊
4　 

ロ
ベル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
。
1
9
0
6
〜
77
。作
品
に『
無
防
備
都
市
』『
戦

火
の
か
な
た
』な
ど
。

＊
5　 

す
で
に
あ
る
も
の
を
集
め
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
と
い
う
概
念
。フ
ラ
ン

ス
の
文
化
人
類
学
者
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
が
概
念
化
し
、提
唱
。

＊
6　 

1
9
0
3
〜
63
。『
晩
春
』『
東
京
物
語
』『
秋
刀
魚
の
味
』な
ど
。

＊
7　 

1
9
0
1
〜
99
。『
罪
の
天
使
た
ち
』『
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
ど
こ
へ
行
く
』『
ラ
ル
ジ

ャン
』な
ど
。

＊
8　 

1
9
7
8
〜
。
現
在
は
2
0
2
6
年
公
開
予
定
の
新
作『
急
に
具
合
が
悪

く
な
る
』を
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
中
。

＊
9　 

異
な
る
視
点
の
カ
ッ
ト
を
つ
な
ぎ
、独
自
の
意
味
を
表
現
す
る
こ
と
。

＊
10　 

1
9
4
1
〜
。哲
学
者
、思
想
家
。「
建
築
の
不
純
さ
」は『A

nyhow 

実
践

の
諸
問
題
』（
磯
崎
新
・
浅
田
彰
監
修
、
N
T
T
出
版
）所
収
。

＊
11　 『
中
山
英
之
展
， and then

』（
2
0
1
9
年
5
月
23
日
〜
8
月
4
日
、

T
O
T
O
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
）

＊
12　 

1
9
5
7
〜
。『
2
／
デ
ュ
オ
』を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
2
0
0
8
〜
23
年
度
ま

で
美
術
領
域
教
授
。

大石みちこ教授（脚本領域）の“ヒトを見つめなおす映画”　『EO イーオー』［イエジー・スコリモフ
スキ監督、2022年、ポーランド＋イタリア］　EOという名のロバが主人公。脚本をどのようにつくった
のか？　監督と共に脚本を書いたエヴァ・ピャスコフスカにインタビューし、『LOOP映像メディア
学 Vol. 14』（左右社刊）に掲載しました。
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映
像
に
な
っ
て
は
じ
め
て「
作
品
」に

　
撮
影
っ
て
本
当
に
大
変
な
ん
だ
な
ぁ
…
…
映
画
専
攻
の

前
期
授
業
の
ル
ポ
を
読
ん
で
、
そ
う
感
じ
た
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
！
　
映
画
の
現
場
は
、
撮
影
だ
け

で
は
な
い
。
映
画
の
撮ク

ラ
ン
ク
・
イ
ン

影
開
始
か
ら
撮ク

ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ

影
終
了
ま
で
は
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン（production

）
と
呼
称
さ
れ
、
そ
の
前

後
に
は
プ
リ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン（pre-production

）

と
呼
ば
れ
る
準
備
工
程
と
、
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

（post-production

）
と
い
う
後
工
程
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
経
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
集
め
や
「
美
打
ち
」（
↓
P
5
）

な
ど
が
含
ま
れ
る
略
称
・
プ
リ
プ
ロ
。
な
か
で
も
一
般
人

的
に
気
に
な
る
の
は
、
や
は
り
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
つ

く
ら
れ
方
、
つ
ま
り
は
脚
本
。
映
画
専
攻
の
脚
本
領
域
に

は
、
各
学
年
4
人
ず
つ
計
8
人
が
在
籍
。
入
学
時
か
ら
お

互
い
の
作
品
を
読
み
合
い
、
と
も
に
研
鑽
を
積
む
仲
だ
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
の
ゼ
ミ
を
参
観
。
大
石
み
ち
こ

教
授
は
藝
大
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
の
O
G
。
学
生
時

代
は
演
劇
活
動
に
い
そ
し
ん
で
い
た
の
だ
と
か
。

「
当
時
盛
ん
だ
っ
た
テ
ン
ト
芝
居
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
、

手
伝
い
や
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
役
者
を
や
っ
た
り
し
て

い
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
先
輩
が
書
い
て
い
る
の
を
見
て
お

も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
思
う
く
ら
い
の
距
離
感
で
し
た
」

　
社
会
人
生
活
を
経
て
2
0
0
5
年
に
誕
生
し
た
ば
か

り
の
映
画
専
攻
に
1
期
生
と
し
て
入
学
。
修
了
制
作
と
し

て
書
き
上
げ
た
長
編
脚
本
『
東
南
角
部
屋
二
階
の
女
』
が
、

同
じ
く
1
期
生
の
池
田
千
尋
監
督
と
の
タ
ッ
グ
で
商
業
映

画
と
し
て
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
08
年
に
脚
本
家
デ

ビ
ュ
ー
。
2
作
目
に
手
が
け
た
の
が
、
漫
画
家
・
水
木
し

PART 1
脚
本
は
映
画
の
設
計
図
。

人
物
の「
哲
学
」を
丁
寧
に

脚
本
領
域

授業
　 SANKA

N

映画はいつ
生まれ、いつ

完成するのか
？

実は制作は
撮影前から始

まり、撮影後
も続くのです

。

作品に命を吹
き込む人。丹

精込めて磨き
上げる人。

各パートを担
う職人的作

家たち、その
知られざる格

闘とは。

挿絵＝小柳
景義　文＝

大谷道子

映画は「前」
「後」もおも

しろい

大学院映像
研究科映画

専攻
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げ
る
と
夫
人
・
武む

良ら

布ぬ
の

枝え

氏
の
自
伝
を
も
と
に
製
作
さ
れ

た
映
画
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
』（
10
年
公
開
）
だ
っ
た
。

　
そ
の
作
品
を
鑑
賞
し
つ
つ
の
、
こ
の
日
の
授
業
。
の
ち

に
国
民
的
漫
画
家
と
な
っ
た
水
木
と
布
枝
夫
人
の
半
生
を

物
語
化
す
る
に
あ
た
り
、
夫
妻
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ

か
自
伝
や
著
書
な
ど
ダ
ン
ボ
ー
ル
1
箱
ほ
ど
の
資
料
を
読

み
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
監
督
と
議
論
を
重
ね
た
と
い
う
。

「
大
河
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
大
量

だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
作
品
の
な
か
に
織
り
込
ま
れ
る
妖

怪
た
ち
も
水
木
さ
ん
の
作
品
の
な
か
か
ら
抽
出
し
ま
し
た

が
、
脚
本
の
時
点
で
は
と
て
も
イ
メ
ー
ジ
し
き
れ
な
か
っ

た
。
絵
と
音
楽
が
合
わ
さ
っ
て
完
成
し
た
作
品
を
見
て
、

『
こ
ん
な
き
れ
い
な
も
の
に
な
っ
た
ん
だ
！
』
と
、
お
も

し
ろ
く
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」（
大
石
）

　
お
見
合
い
で
は
じ
め
て
会
っ
た
2
人
が
い
き
な
り
夫
婦

と
し
て
生
活
し
は
じ
め
る
昭
和
の
風
習
。
戦
争
で
の
負
傷

や
貧
困
と
い
っ
た
戦
後
の
影
の
部
分
も
、
Z
世
代
の
学

生
た
ち
に
は
遠
い
過
去
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
が
、「
家
に

じ
っ
と
い
て
夫
を
立
て
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
主
婦
像
に

最
初
は
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
が
、
し
ん
ど
い
と
き
で
も
笑

い
飛
ば
す
水
木
や
、
売
れ
て
生
活
が
よ
く
な
る
こ
と
を
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
い
る
布
枝
な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

魅
力
に
説
得
力
を
感
じ
た
」（
2
年
・
N
）、「
最
初
は
夫

と
何
を
話
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
立
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
布

枝
が
、
最
後
に
は
話
さ
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
い
る
。
2
人

の
間
で
過
ご
し
た
日
々
の
確
か
さ
が
感
じ
ら
れ
た
」（
1

年
・
T
）
と
自
然
に
感
情
を
動
か
さ
れ
た
も
よ
う
。
そ

れ
は
や
は
り
、
貧
乏
神
や
妖
怪
な
ど
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
存
在
も
含
め
た
登
場
人
物
た
ち
が
語
り
、
動
く
映
像
な

ら
で
は
の
説
得
力
。
脚
本
は
俳
優
が
演
じ
、
映
像
や
音
楽

が
伴
っ
て
は
じ
め
て
作
品
に
な
る
も
の
。
そ
こ
が
小
説
や

オリエン実習（→P10）に
作品を提供した大石教授。
「自分の想像を超える映画
になると、やはりうれしい」

すでに数本の脚本を書き、
自分の世界を築きつつある
学生たち。書く作業は孤独
でも、仲間と切磋琢磨でき
るのは大学ならでは。

横山昌吾教授（編集領域）の“シンプルな内容なのに凄い映画”　『激突！』［スティーヴン・スピル
バーグ監督、1971年、アメリカ］　巨匠が24歳で製作した長編映画第1作。追い抜いたトレーラーに
ひたすら追いかけ回される、今問題の煽り運転の映画化。追いかけてくる車と逃げる車のただのカッ
トバックがただただ怖い。まさに編集の妙。
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ほ
か
の
文
芸
作
品
と
異
な
る
と
こ
ろ

だ
と
、
大
石
教
授
は
言
う
。

「
学
生
の
頃
は
『
何
を
書
く
べ
き

か
』『
ど
う
書
く
べ
き
か
』
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
書
い
て
き
て
よ
り

強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
脚

本
は
映
画
の
設
計
図
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
登
場
人
物
の
生
き
方
や
そ
の

哲
学
を
軸
に
書
い
た
脚
本
を
、
監
督

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

た
ち
が
読
み
、
ひ
と
つ
の
作
品
と
し

て
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。
構
成
や
台

詞
の
書
き
方
を
考
え
る
一
方
で
作
品
の
支
柱
と
し
て
の
強

さ
を
立
て
る
、
そ
れ
を
両
立
さ
せ
る
の
が
、
脚
本
を
書
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」

Ｚ
世
代
が
憧
れ
る
脚
本
家
と
は
？

　
そ
し
て
、
筆
者
が
個
人
的
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
は
、

若
い
学
生
た
ち
が
脚
本
や
脚
本
家
の
存
在
を
意
識
し
た
き

っ
か
け
。
授
業
の
終
わ
り
に
少
し
だ
け
尋
ね
て
み
た
。

「
脚
本
家
・
野
田
高こ

う

梧ご

の
『
シ
ナ
リ
オ
構
造
論
』（
フ
ィ

ル
ム
ア
ー
ト
社
よ
り
復
刻
版
が
販
売
中
）
を
読
ん
で
。
長

年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
小
津
安
二
郎
と
、
蓼た

て

科し
な

の
ア
ト

リ
エ
で
朝
か
ら
酒
を
飲
み
な
が
ら
脚
本
を
練
っ
て
い
る
、

作
品
以
上
に
そ
の
様
子
に
憧
れ
た
」（
2
年
・
N
）

「
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
。『
甘
い
生
活
』
な
ど
、

ど
う
や
っ
た
ら
あ
ん
な
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
書
け

る
ん
だ
ろ
う
？
」（
2
年
・
K
）

「
北
野
武
と
周
防
正
行
の
笑
い
の
感
覚
が
好
き
。
自
分
で

も
そ
ん
な
セ
リ
フ
を
書
き
た
い
と
思
う
」（
2
年
・
T
）

「
小
学
生
の
頃
に
見
た
ア
ニ
メ
『
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ

ギ
カ
』
で
知
っ
た
虚う

ろ

淵ぶ
ち

玄げ
ん

。
見
終
わ
っ
た
後
に
強
い
感
情

が
残
る
作
品
を
ず
っ
と
追
い
か
け
て
い
る
」（
1
年
・
T
）

　
ほ
ほ
う
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。
時
代
も
製
作
国
も
幅
広

い
な
か
か
ら
映
画
を
チ
ョ
イ
ス
し
、
横
並
び
で
鑑
賞
、
評

価
で
き
る
の
は
、
サ
ブ
ス
ク
時
代
の
大
き
な
強
み
か
。

「
1
年
生
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
も
、
2
年
生
に
な
る
と
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
が
出
て
き
て
、
脚
本
を
書
き
な
が
ら
監

督
も
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
映
画
を
つ
く
る
の
に
も
自

分
の
世
界
を
つ
く
る
の
に
も
短
い
2
年
間
で
す
が
、
実
現

し
て
卒
業
し
て
ほ
し
い
」
と
大
石
教
授
。
鍛
え
ら
れ
た
、

味
わ
い
豊
か
な
設
計
図
の
誕
生
、
お
待
ち
し
ま
す
。

映
画
の「
味
」
を
決
め
る
名
料
理
人

　
続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
編
集
領
域
の
ゼ
ミ
。
教
室
か
ら

漏
れ
る
音
か
ら
す
る
と
、
映
画
鑑
賞
中
？
　
し
ば
ら
く
待

っ
て
入
る
と
、
そ
こ
に
は
わ
い
わ
い
と
感
想
を
言
い
合
う

活
発
な
空
気
が
あ
っ
た
。
上
映
さ
れ
て
い
た
の
は
、
英
国

の
映
像
制
作
大
学
院
の
学
生
た
ち
の
作
品
と
の
こ
と
。

「
ど
う
だ
っ
た
？
　
こ
の
作
品
で
は
戦
争
だ
っ
た
け
ど
、

社
会
問
題
に
対
す
る
敏
感
さ
は
、
日
本
と
海
外
の
学
生
の

大
き
な
違
い
だ
よ
ね
。
向
こ
う
の
学
生
が
テ
ー
マ
に
困
る

と
す
ぐ
持
ち
出
す
の
は
殺
人
と
ド
ラ
ッ
グ
と
売
春
ら
し
い

け
ど
、
そ
れ
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
身
近
な
社
会
問
題
だ
か

ら
。
日
本
で
の
捉
え
ら
れ
方
と
は
、
や
っ
ぱ
り
異
な
る
」

　
世
界
の
学
生
た
ち
の
動
向
を
、
映
画
好
き
の
親
戚
の
お

兄
さ
ん
（
す
み
ま
せ
ん
）
の
よ
う
な
語
り
口
で
伝
え
る
の

は
、
こ
の
春
着
任
し
た
編
集
領
域
の
横
山
昌
吾
教
授
。
自

PART 2
編
集
な
く
し
て
完
成
な
し
！

第
三
者
の
眼
で
物
語
を
チ
ェッ
ク

編
集
領
域

映像界がコロナ禍に沈むなか、
大石先生は東京音楽学校にも学
んだ日本初のオペラ歌手・三浦
環の評伝を執筆。来年3月、新作
オペラとして上演されることに。
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身
も
海
外
で
学
ん
だ
の
ち
、
映
画
専
攻
2
期
生
と
し
て
入

学
。
イ
ラ
ン
の
名
匠
ア
ッ
バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督
の

『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
』（
12
年
）、
石
川

慶
監
督
の
『conversation

（s

）』（
13
年
）
な
ど
、
国

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
監
督
と
協
業
す
る
映
画
編
集
者
だ
。

　
映
画
編
集
と
は
、
撮
影
さ
れ
た
映
像
素
材
を
整
理
し
て

つ
な
ぎ
、
物
語
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
。
え
、
映
画
っ
て

最
初
か
ら
つ
な
が
っ
て
な
い
ん
で
す
か
？
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
た
と
え
ワ

ン
シ
ョ
ッ
ト
の
撮
影
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ひ

と
つ
の
素
材
。
編
集
は
物
語

や
テ
ー
マ
を
よ
り
際
立
た
せ

る
た
め
に
ど
ん
な
順
序
で
見

せ
、
何
を
挿
入
し
、
あ
る
い

は
省
い
て
仕
上
げ
る
か
を
決
め
る
、
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
（
ポ
ス
プ
ロ
）
の
重
要
工
程
な
の
だ
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
に
た
と
え
る
と
、
総
料
理
長
は
監
督
で
、

編
集
は
味
を
決
め
る
人
か
な
。
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
が
集
め

て
き
た
素
材
を
料
理
し
、
魚
な
ら
刺
し
身
に
す
る
の
か
煮

付
け
に
す
る
の
か
、
最
終
的
に
お
客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

う
味
を
、
監
督
と
相
談
し
な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」

　
横
山
教
授
曰
く
、
演
出
を
行
う
監
督
の
視
点
は
観
客
と

は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
編
集
者
の
そ
れ
は
「
ど
う

す
れ
ば
お
も
し
ろ
く
感
じ
る
か
、
よ
り
伝
わ
る
か
」
が
第

一
義
。
観
客
に
も
っ
と
も
近
い
視
点
か
ら
映
画
全
体
を
眺

め
、
完
成
に
導
い
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
映
画
の
各
種

技
法
を
熟
知
し
、
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
須
だ
。

　
こ
の
日
の
授
業
の
テ
ー
マ
は
「
サ
ス
ペ
ン
ス
と
サ
プ
ラ

イ
ズ
」
で
、
取
り
上
げ
る
映
画
は
、
1
9
6
6
年
に
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
で
最
高
賞
の
金
獅
子
賞
を
受
賞

し
た
『
ア
ル
ジ
ェ
の
戦
い
』。
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
領
だ
っ

た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
50
年
代
に
起
こ
っ
た
独
立
戦
争
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
品
で
、
監
督
の
ジ
ッ
ロ
・
ポ
ン
テ
コ
ル
ヴ

ォ
は
第
2
次
世
界
大
戦
中
の
母
国
イ
タ
リ
ア
で
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
活
動
に
身
を
投
じ
た
闘
士
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
彼

の
精
神
を
表
す
か
の
よ
う
に
、
カ
メ
ラ
は
、
体
制
に
反
旗

を
翻
す
市
民
た
ち
の
戦
い
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
よ
う

な
迫
真
性
を
も
っ
て
シ
ビ
ア
に
捉
え
て
い
く
。

「
た
と
え
ば
冒
頭
、
市
民
が
斬
首
さ
れ
る
場
面
。
事
実
を

1、2年生の学生たちと横山教授。
鑑賞した映画についてフランク
に感想を語り合いながらも、そ
こには編集的観点からの鋭さが。
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伝
え
る
だ
け
な
ら
首
を
斬
る
様
子
を
見
せ
れ
ば
い
い
け
ど
、

無
惨
に
殺
さ
れ
る
仲
間
を
見
る
主
人
公
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
彼
の
決
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
」

　
市
民
た
ち
が
次
々
と
爆
弾
テ
ロ
を
仕
掛
け
る
場
面
は
、

ま
さ
に
サ
ス
ペ
ン
ス
フ
ル
な
展
開
。

「
爆
弾
を
持
っ
た
女
性
が
歩
い
て
く
る
。
前
に
軍
人
が
い

て
監
視
し
て
い
る
。
女
性
の
前
を
歩
い
て
い
る
男
が
捕
ま

る
。
女
性
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
僕
ら
は
彼
女
と
一
緒
に

緊
張
す
る
。
な
ぜ
緊
張
す
る
か
？
　
そ
れ
は
、
彼
女
が
爆

弾
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
僕
た
ち
が
知
っ
て
る
か
ら
。
サ

ス
ペ
ン
ス
は
状
況
設
定
な
ど
に
よ
っ
て
不
安
や
緊
張
を
持

続
的
に
表
現
す
る
こ
と
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
ら
爆
破
シ
ー
ン

を
見
せ
て
、
一
瞬
び
っ
く
り
さ
せ
れ
ば
い
い
。
こ
の
女
性

の
ア
ッ
プ
を
説
明
的
だ
か
ら
入
れ
た
く
な
い
と
い
う
監
督

も
い
る
け
ど
、
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
ペ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
、
編
集
は
わ
か
っ
て
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

　
続
い
て
題
材
と
し
た
サ
ス
ペ
ン
ス
の
帝
王
、
ア
ル
フ
レ

ッ
ド
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
『
マ
ー
ニ
ー
』（
64
年
）
も
、

編
集
の
視
点
で
見
る
と
サ
ス
ペ
ン
ス
の
手
法
が
周
到
に
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
観
客
の
感
じ
る

ス
リ
ル
が
、
実
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
音
や
映
像
と
い
っ
た

情
報
の
伏
線
で
仕
掛
け
ら
れ
、
策
略
的
に
増
幅
さ
れ
て
い

た
と
は
…
…
月
並
み
で
す
が
、
編
集
者
っ
て
、
す
ご
い
。

編
集
者
は
現
場
に
い
な
く
て
い
い
？

「
監
督
の
意
図
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

す
。
編
集
者
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
監
督
に
言

わ
れ
た
通
り
に
淡
々
と
シ
ー
ン
を
つ
な
ぐ
人
も
い
る
。
で

も
、
監
督
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
監

督
が
想
像
し
て
い
る
以
上
の
も
の
を
提
案
し
、
提
供
し
て

い
く
の
が
編
集
者
。
だ
か
ら
、
監
督
以
上
に
素
材
を
読
み

込
み
、
吟
味
す
る
力
を
持
っ
て
い
な
い
と
」

　
映
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
映
像
編
集
自
体
は
身
近

に
な
っ
た
昨
今
だ
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
よ
り
洗

練
す
る
た
め
の
研
鑽
に
は
果
て
が
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、

フィルム缶。かつてはこれらが
全国の映写室を巡った。

編集室のホワイトボードの
落書き。まさにまさに。

1秒＝24コマを
測るための
フィルム定規。

フィルム時代の
編集機も鎮座。

映画の名料理人を困らせるのは「編集でカレー味
にして」のような監督からの無茶振り。「カレー
粉のない映像からカレーはできないよ！　でも、
なんちゃってカレーならできるかも？（笑）」
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オ
リ
エ
ン
実
習
で
も
夏
期
実
習
で
も
、
編
集
領
域
の
学
生

た
ち
は
記
録
や
そ
の
他
の
役
割
を
担
っ
て
現
場
に
い
た
が
、

実
は
編
集
者
は
現
場
に
い
る
必
要
は
な
い
。
事
実
、
横
山

教
授
は
撮
影
現
場
に
は
ほ
ぼ
行
か
な
い
そ
う
で
あ
る
。

「
た
と
え
ば
1
0
0
0
万
円
か
け
て
、
皆
が
す
ご
く
苦

労
し
て
撮
っ
た
10
秒
の
映
像
が
あ
る
と
す
る
。
現
場
を
知

っ
て
る
監
督
は
、
絶
対
使
い
た
く
な
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

僕
だ
っ
て
、
現
場
に
い
た
ら
『
1
0
0
0
万
だ
し
…
…
』

っ
て
思
う
か
も
し
れ
な
い（
笑
）。
で
も
、
そ
れ
は
観
客
に

は
関
係
の
な
い
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
、
い
つ
で
も
客
観
的

に
判
断
で
き
る
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
ま
す
」

　
撮
影
さ
れ
た
映
像
を
編
集
室
の
画
面
で
つ
な
ぐ
孤
独
な

作
業
。
で
も
、
そ
の
先
に
、
多
く
の
観
客
の
笑
顔
や
感
動

が
あ
る
。
映
画
は
現
場
で
撮
影
さ
れ
、
編
集
者
の
巧
み
な

企
み
に
よ
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
一
編
に
な
る
の
だ
。

音
の
塩
梅
で
、見
る
人
を
世
界
に
引
き
込
む

　
そ
し
て
ポ
ス
プ
ロ
の
ア
ン
カ
ー
役
を
担
う
の
が
、
編
集

さ
れ
た
映
画
に
音
を
つ
け
る
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
。
映
画

専
攻
の
同
領
域
で
は
、
撮
影
時
の
録
音
と
そ
の
音
を
整
音

PART 3
「
何
か
音
、し
て
た
っ
け
？
」

そ
ん
な
映
画
が
、実
は
正
解

サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
領
域

サウンドデザイナーがMA
（ダビングスタジオ。Multi 
Audioの略）で作業する様
子はこんな感じ。学生たち
も機器を自在に使いこなす。

長嶌寛幸教授（サウンドデザイン領域）の“私の人生を変えた映画”　『爆裂都市 BURST CITY』
［石井聰亙監督、1982年、日本］　中3の時に見た映画。衝撃。Punkがかかる映画なんてそれまで
なかったし。その後、石井監督に騒音を切り貼りしたカセットテープを送ったことが元で石井監督の映
画音楽を担当することになり、今に至る。人生、何が起こるかわからない。
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す
る
作
業
、
そ
し
て
効
果
音
や
音
楽
な
ど
あ
ら
た
に
加
え

る
音
を
つ
く
り
ミ
ッ
ク
ス
し
て
仕
上
げ
る
工
程
の
技
法
を

身
に
つ
け
、
実
習
で
訓
練
し
て
い
く
。
プ
ロ
の
世
界
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
が
分
業
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
プ
ロ

セ
ス
を
通
し
で
体
験
で
き
る
の
は
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

　
ち
ょ
う
ど
夏
期
実
習
の
仕
上
げ
作
業
が
佳
境
だ
っ
た
こ

の
日
の
ゼ
ミ
で
は
、
ま
ず
山
中
組
と
田
之
上
組
の
2
作
品

（
↓
P

16
）
の
途
中
経
過
を
確
認
。
長
嶌
寛
幸
教
授
と
1

年
生
全
員
で
画
面
を
見
な
が
ら
、
音
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

「
こ
れ
、
何
デ
シ
？
　
85
か
。
ち
ょ
っ
と
で
か
い
ね
。
疲

れ
な
い
か
な
」
と
は
、
山
中
組
の
『
低
気
圧
家
族
』
を
見

終
え
て
の
長
嶌
教
授
の
指
摘
。
デ
シ
＝
デ
シ
ベ
ル
は
音
の

大
き
さ
の
単
位
で
、
85
は
走
行
中
の
電
車
内
や
パ
チ
ン
コ

店
の
店
内
の
音
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
。
今
回
は
映
写
室
、

6
本
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
立
て
た
状
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
視
聴
環
境
に
適
し
た
音
の
大
き
さ
を
設
計
す
る
の
も
、

サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。

　
お
も
に
団
地
の
一
室
で
展
開
す
る
密
室
劇
の
音
に
影
響

を
与
え
る
の
が
、
ド
ア
の
開
閉
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
ア
ン

ビ
（
＝
ア
ン
ビ
エ
ン
ス
。
環
境
音
）」
と
呼
ば
れ
る
屋
外

の
音
（
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ
ト
で
の
撮
影
だ
っ
た
の
で
、
後
で

つ
く
っ
て
加
え
た
音
）
が
一
瞬
聞
こ
え
た
り
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
り
と
い
う
調
整
も
必
須
。
一
瞬
の
シ
ー
ン
に
も
丁

寧
に
気
を
配
り
、
観
客
に
違
和
感
を
起
こ
さ
せ
な
い
。

「
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
は
め
込
み
（
母
の
髪
を
乾
か
す
娘
と
母

と
の
会
話
の
場
面
で
機
械
音
と
俳
優
の
声
を
合
成
）
は
よ

か
っ
た
ね
。
そ
の
ほ
か
も
、
ワ
イ
（
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
。
俳

優
の
体
や
セ
ッ
ト
に
仕
込
む
）
を
使
わ
ず
に
ほ
ぼ
ガ
ン

（
マ
イ
ク
。
撮
影
現
場
で
見
る
、
棒
の
先
に
つ
け
た
あ
れ

で
す
）
で
こ
こ
ま
で
録
れ
て
る
ん
だ
か
ら
、
マ
イ
ク
マ
ン
、

頑
張
り
ま
し
た
」
と
長
嶌
先
生
。
海
外
で
は
ア
フ
レ
コ

（
ア
フ
タ
ー
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
略
。
実
は
和
製
英
語
）

が
主
流
で
、
配
信
映
画
な
ど
多
言
語
対
応
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
な
っ
た
現
在
は
さ
ら
に
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
リ
ア
リ
ズ
ム
信
仰
が
強
く
、
カ
メ
ラ
を
回
し
な

が
ら
同
時
に
録
音
す
る
音
声
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
音
に
は
、
人
の
意
識
を
必
要
な
場
所
に
引
き

つ
け
る
役
割
も
。
テ
レ
ビ
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
ニ
ュ

ー
ス
音
声
（
こ
れ
も
原
稿
か
ら
制
作
し
て
録
音
し
た
も

の
）
が
流
れ
る
な
か
、
母
に
甘
え
、
す
が
り
つ
く
娘
の
姿

に
自
然
と
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
、
長
嶌
教
授
は
「
ど
の

音
が
必
要
な
の
か
は
、
監
督
と
話
し
て
ね
」
と
取
捨
選
択

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
う
ー
ん
、
ど
こ
ま
で
も
細
や
か
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
田
之
上
組
の
『
二
つ
隣
の
人
』
の
サ
ウ
ン
ド

を
チ
ェ
ッ
ク
。
高
速
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
い
う
舞
台
を

表
現
す
る
う
え
で
課
題
に
な
っ
た
の
が
、
映
っ
て
い
る
空

間
の
サ
イ
ズ
感
と
音
の
広
が
り
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
。
こ

れ
は
、
の
ち
に
研
究
成
果
発
表
会
（
↓
P

14
）
で
、
ま

さ
に
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
か
ら
指
摘
さ
れ
る
の
だ
が
…
…
。

「
俺
の
印
象
だ
と
、
映
っ
て
る
部
屋
よ
り
や
や
広
い
感
じ
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が
す
る
。
も
う
ち
ょ
い
、
狭
め
て
も
い
い
の
か
な
？
　
そ

れ
か
、
主
人
公
の
男
が
自
分
の
過
去
を
語
り
だ
す
と
こ
ろ

で
、
グ
ッ
と
狭
め
る
っ
て
手
も
あ
る
ね
。
L
R（
左
と
右

の
音
）
を
ギ
ュ
ッ
と
絞
っ
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
世
界
に
持

っ
て
い
き
、
彼
の
孤
独
感
を
表
現
す
る
と
か
」

職
人
で
あ
り
、ア
ー
ティ
ス
ト
で
あ
り

　
ふ
む
ふ
む
、
と
う
な
ず
く
一
同
。
こ
の
作
品
で
は
音
楽

制
作
も
学
生
が
担
当
。
音
楽
を
自
ら
制
作
す
る
サ
ウ
ン
ド

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
多
く
、
長
嶌
教
授
も
そ
の
ひ
と
り
。
映
画

に
音
楽
を
つ
け
る
際
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
が
撮
影
後

か
ら
の
作
業
に
な
る
そ
う
だ
が
、
教
授
は
「
現
場
に
は
行

か
な
い
し
、
映
像
も
見
な
い
」（
！
）
と
の
こ
と
。

「
脚
本
を
読
ん
で
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
と
き
の
監
督
の

テ
ン
シ
ョ
ン
で
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
決
ま
る
か
ら
。
そ
れ
に
、
観

客
が
見
て
い
な
い
も
の
ま
で
見
ち
ゃ
う
と
、
つ
い
つ
い
、

い
ら
な
い
こ
と
を
考
え
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
る

べ
く
観
客
と
同
じ
立
場
で
や
ん
な
き
ゃ
」
と
の
弁
は
、
編

集
領
域
の
横
山
教
授
と
そ
っ
く
り
。
あ
ら
た
め
て
、
つ
く

り
手
だ
か
ら
こ
そ
の
客
観
の
重
要
性
を
思
う
。
ち
な
み
に

「
こ
こ
、
間
が
持
た
な
い
か
ら
サ
ウ
ン
ド
で
盛
り
上
げ
て
」

な
ん
て
わ
が
ま
ま
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
る
の
も
、
編
集
と
同

様
。
頼
ら
れ
が
ち
な
の
は
、
ポ
ス
プ
ロ
の
宿
命
な
の
か
。

　
そ
の
後
の
授
業
で
は
、
音
楽
家
で
も
あ
る
長
嶌
教
授
ら

し
く
、
音
楽
を
題
材
に
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
技
術
を
レ

ク
チ
ャ
ー
。
リ
バ
ー
ブ
（
反
響
音
）
の
処
理
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
導
入
の
歴
史
か
ら
、
最
近
の
生
成
A
I
に
よ
る
映

像
や
音
楽
の
問
題
点
ま
で
、
話
題
は
尽
き
な
い
。

「
整
理
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
A
I
に
は
勝
て
な
い
か

ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
で
人
間
に
何
が
で
き
る
の
か
、

考
え
な
き
ゃ
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。
あ
る
い
は
、
作
家
性

と
は
？
が
問
わ
れ
る
時
代
が
、
ま
た
来
る
の
か
も
」

　
技
術
を
身
に
つ
け
、
セ
ン
ス
を
発
揮
し
、
よ
り
自
然
に

見
る
人
の
心
に
浸
透
す
る
音
を
探
求
す
る
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
持
て
る
力
の
す
ベ
て
は
作
品
の
た
め
に
、
と
、

長
嶌
教
授
は
最
後
に
重
ね
て
強
調
し
た
。

「
個
人
的
に
は
、
音
が
記
憶
に
残
ら
な
い
、
と
い
う
の
が

理
想
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
だ
っ
て
、
物
語
を
見
て
も
ら
う

た
め
の
映
画
な
ん
だ
か
ら
。
見
終
わ
っ
て
『
音
が
よ
か
っ

た
ね
』
な
ん
て
言
わ
れ
る
の
は
失
敗
作
。
映
画
は
『
お
も

し
ろ
か
っ
た
！
』
っ
て
言
わ
れ
な
き
ゃ
」

　
職
人
で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
何
よ
り
映
画

を
愛
す
る
人
々
で
あ
る
、
画
面
に
映
ら
な
い
ク
リ
エ
イ
タ

ー
の
仕
事
が
つ
く
り
上
げ
る
映
画
、
こ
れ
か
ら
心
し
て
見

な
く
て
は
！
な
ん
て
決
意
は
、
力
み
す
ぎ
で
す
か
ね
？

音源から発せられた音は、
壁に跳ね返りながらさらに
反響を重ねる。サウンドデ
ザイナーはこうした残響を
頭に入れ、音響制作を行う。

大学4年生からサウンドデ
ザイナーとしてキャリアを
スタートさせた長嶌教授。
はじめて買ったマルチエフ
ェクターの最初期機・YAMA 
HA SPX90は、思い出の相棒。
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藝
大
出
版
会
が 

世
界
の
映
画
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た 

映
画
専
攻
の
講
義
録
を
発
行

　
藝
大
出
版
会
で
は
、『
声

ポ
リ
フ
ォ
ニ
ーの

映
画
史  

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科
講

義
録
』（
筒
井
武
文
編
著
、3
9
6
0
円
）

を
出
版
し
ま
し
た
。
今
号
で
特
集
し
た
映

画
専
攻
で
は
、
世
界
の
多
彩
な
映
画
人
を

ゲ
ス
ト
に
招
き
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
書
で
は
そ
の
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

対
談
な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
藝
大
出
版
会
の
最
新
情
報
は
公
式
X

（@
G

eidaiPress

）に
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

 

藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で 

『tim
e after tim

e 

〜
時
の
軌
跡
〜
』
展
開
催

　
あ
な
た
の
「
何
か
」
を
変
え
る
も
の
と

出
会
え
る
、
藝
大
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

の
作
品
を
展
示
販
売
す
る
「
藝
大
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ
」（
上
野
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
）
で
は
、

10
月
11
日
〜
11
月
30
日
に
『tim

e after 
tim

e

〜
時
の
軌
跡
〜
』
展
を
開
催
。
本

展
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
「
時
」
と

向
か
い
合
っ
た
作
品
を
展
示
販
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
に
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
る

「LIFE W
ITH

 A
R

T

」
コ
ー
ナ
ー
も
展
開
。

入
場
は
無
料
。
詳
し
く
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://artplaza.geidai.ac.jp/

　  

大
学
美
術
館（
上
野
）の

展
覧
会

本
館

藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2
0
2
5

名
品
リ
ミ
ッ
ク
ス
！

10
月
7
日
〜
11
月
3
日

芸
術
未
来
研
究
場
展

11
月
21
〜
30
日

第
七
回 

公
益
財
団
法
人
芳
泉
文
化
財
団 

文
化
財
保
存
学
日
本
画・彫
刻
研
究
発
表
展

美
し
さ
の
新
機
軸 

〜
日
本
画
・
彫
刻 

過
去
か
ら
未
来
へ
〜

11
月
22
〜
30
日

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科 

博
士
審
査
展
2
0
2
5

12
月
11
〜
21
日

※
陳
列
館
で
も
開
催

第
74
回 

東
京
藝
術
大
学 

卒
業
・
修
了
作
品
展

1
月
28
日
〜
2
月
1
日

※
陳
列
館
で
も
開
催

陳
列
館

今
村
有
策 

退
任
記
念
展

9
月
27
日
〜
10
月
7
日

小
椋
範
彦 
退
任
記
念
展

10
月
13
〜
26
日

谷
岡
靖
則 

退
任
記
念
展

う
し
な
わ
れ
し
も
の
・
と
き
、
そ
し
て

Loss and Inevitable R
enew

al

11
月
2
〜
16
日

ブ
ン
ポ
ニ
チ
／
文
保
日
・
展
2
0
2
5

11
月
20
〜
25
日

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
に

反
対
す
る
展
覧
会（
仮
）

11
月
30
日
〜
12
月
1
日

第
10
回 

東
京
都
特
別
支
援
学
校

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展

1
月
6
〜
18
日

G
A
キ
ュ
ラ
ト
リ
ア
ル
実
践
演
習
展（
仮
）

3
月
19
日
〜
4
月
5
日

取
手
館

素
材
造
形「
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
果
展
」（
仮
）

10
月
14
〜
24
日

取
手
収
蔵
棟
竣
工
記
念
・

取
手
館
開
館
30
周
年
記
念

藝
大
取
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2
0
2
5

11
月
13
〜
30
日

　奏
楽
堂（
上
野
）の
演
奏
会

藝
大
オ
ペ
ラ
定
期 

第
71
回

10
月
4
・
5
日 

各
14
時

S
席 

6
0
0
0
円
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バ
ル
コ
ニ
ー
席 

5
0
0
0
円

藝
大
フ
ィ
ル
定
期 

第
4
3
0
回

10
月
10
日 
19
時

4
0
0
0
円

第
3
回 

ア
カ
ン
サ
ス
音
楽
祭

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日

10
月
13
日 

15
時

S
席 

8
0
0
0
円

A
席 

6
0
0
0
円

バ
ル
コ
ニ
ー
席 

3
0
0
0
円

戦
後
80
年 

特
別
演
奏
会

戦
時
下
の
音
楽
教
育

東
京
音
楽
学
校
で

ア
ジ
ア
人
留
学
生
が
学
ん
だ
も
の

10
月
25
日 

15
時

一
般 

2
0
0
0
円

学
生 

1
0
0
0
円

上
野
の
森
オ
ル
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ
2
0
2
5

J
．S
．バ
ッ
ハ
か
ら
次
世
代
へ

〜
受
け
継
が
れ
る
ファン
タ
ジ
ー
の
精
神
〜

11
月
1
日 

15
時

一
般 

3
0
0
0
円

学
生 

1
0
0
0
円

合
唱
定
期
演
奏
会 

藝
大
定
期 

第
4
3
1
回

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
レ
ク
イ
エ
ム
ほ
か

11
月
7
日 

19
時

4
0
0
0
円

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校

第
37
回 

定
期
演
奏
会

11
月
9
日 

14
時

S
席 

2
0
0
0
円

A
席 

1
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

第
10
回

11
月
13
日 

11
時

一
般 

1
5
0
0
円

台
東
区
民
割 

1
2
0
0
円

ウ
ィ
ン
ド
オ
ケ
定
期 

第
1
0
0
回

11
月
15
日 

14
時

一
般 

3
0
0
0
円

学
生 

1
0
0
0
円

邦
楽
定
期 

第
91
回

11
月
19
日 

17
時

3
0
0
0
円

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ケ
定
期 

第
72
回

（
藝
大
定
期 
第
4
3
2
回
）

11
月
20
日 

19
時

一
般 

2
5
0
0
円

高
校
生
以
下 

5
0
0
円

藝
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
5

《
ア
ル
ル
の
女
》

11
月
22
日 

17
時

一
般 

3
0
0
0
円

学
生 

1
0
0
0
円

藤
原
道
山　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

尺
八
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
共
に

〜
山
田
和
樹
、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア

管
弦
楽
団
を
迎
え
て
〜

11
月
30
日 

14
時

1
0
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

第
11
回

2
月
5
日 

11
時

一
般 

1
5
0
0
円

台
東
区
民
割 

1
2
0
0
円

藝
大
定
期
室
内
楽 

第
52
回

2
月
7
・
8
日 

各
14
時
30
分

2
5
0
0
円

チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ケ
定
期 

第
46
回

2
月
15
日 

15
時

2
5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

第
12
回

2
月
19
日 

11
時

一
般 

1
5
0
0
円

台
東
区
民
割 

1
2
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

第
13
回

3
月
19
日 

11
時

一
般 

1
5
0
0
円

台
東
区
民
割 

1
2
0
0
円

佐
々
木
典
子 

退
任
記
念
演
奏
会

3
月
20
日 

14
時

無
料（
要
事
前
予
約
）　
申
し
込
み
方
法

は
後
日
藝
大
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
予
定

伊
藤
恵 

退
任
記
念
演
奏
会

3
月
22
日 

15
時

無
料（
要
事
前
予
約
）　
申
し
込
み
方
法

は
後
日
藝
大
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
予
定

第
19
回 

奏
楽
堂
企
画
学
内
公
募
演
奏
会

3
月
27
日 

時
間
未
定

無
料（
要
事
前
予
約
）　
申
し
込
み
方
法

は
後
日
藝
大
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
予
定

東
京
藝
大
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー

第
9
回 

成
果
披
露
演
奏
会

3
月
29
日

第
1
部 

11
時
／
第
2
部 

14
時
10
分

2
0
0
0
円

＊
一
部
の
公
演
を
除
き
、全
席
指
定

＊ 

展
覧
会
・
演
奏
会
の
名
称
、会
期
･
日
時

な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
は
、
東
京
藝
術
大
学
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（https://w

w
w
.g
eidai.

ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
展
覧
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館

　
☎
0
5
0
‒5
5
4
1
‒8
6
0
0

　
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
演
奏
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
0
‒5
5
2
5
‒2
3
0
0

＊
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い

　
ヴ
ォ
ー
ト
ル
・
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
0 

3
‒5
3
5
5
‒1
2
8
0

　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　

https://t.pia.jp/

　
東
京
文
化
会
館
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　
☎
0 

3
‒5
6
8
5
‒0
6
5
0

　
イ
ー
プ
ラ
ス

　

https://eplus.jp/

　
東
京
芸
術
大
学
生
活
協
同
組
合

　
（
店
頭
販
売
の
み
）

　
☎
0 

3
‒3
8
2
8
‒5
6
6
9
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q藝大基金寄附者ご芳名
東京藝術大学基金（藝大基金）へ温かいご支援を賜り、深謝申し上げます。本号では、2025年1月から
6月までに寄附をいただいた皆様のご芳名を掲載させていただきます（掲載をご承諾された方のみ）。

［個人の皆様］
高橋直樹様　500万円
高橋佳子様　500万円
相川愛子様　100万円
相川和永様　100万円
飯塚惠子様　100万円
大貫摩由子様　100万円
片桐泰樹様　100万円
北澤万里子様　100万円
齊藤斗志二様　100万円
戸谷克昌様　100万円
二宮雅也様　100万円
松岡真宏様　100万円
山村弘様　100万円
渡邉幸夫様　100万円
伊藤正弘様　50万円
大井絵理子様　50万円
風岡典之様　50万円
野口紅子様　50万円
村田三佳様　50万円
山田のりこ様　50万円
堀内豊太郎様　30万円
竹智淳様　20万円
大島晶子様　10万円
黒川伸孝様　10万円
小泉宗孝様　10万円
竹前千寿子様　10万円
竹前恒一様　10万円
中西康子様　10万円
中村仁也様　10万円
人見共様　10万円
宮田滋様　10万円
李匡鎬様　5万円
石本清七郎様　5万円
泉勝晴様 5万円
伊藤恵美子様　5万円
植田克己様　5万円
岡部隆様　5万円
木村春子様　5万円
越朋子様　5万円
小室俊夫様　5万円
酒々井眞澄様　5万円
髙橋公人様　5万円
遠山晋一様　5万円
内藤綾子様　5万円
廣田和美様　5万円
江原豊様 3万円
大塚健史様　3万円

佐藤眞彦様　3万円
澤滋様　3万円
玉置雄三様　3万円
土谷一郎様　3万円
野中武様　3万円
保科弘毅様　3万円
松井理穂様　3万円
本木智宏様　3万円
安田勝紀様　3万円
足立原梨沙様　2万円
井上加寿子様　2万円
大友美紀様　2万円
大森朋子様　2万円
岡本祥子様　2万円
金澤初生様　2万円
北見保則様　2万円
佐藤実様　2万円
島田文雄様　2万円
高橋恵子様　2万円
月原由紀子様　2万円
中山昌樹様　2万円
平井佳樹様　2万円
藤本昌志様　2万円
青木重夫様　1万円
阿部順様　1万円
有坂健夫様　1万円
石井賢士様　1万円
石井中子様　1万円
石川弓子様　1万円
石原薫様　1万円
伊集院じゅん様　1万円
磯貝紀枝様　1万円
伊藤公一様　1万円
今井春子様　1万円
色本善信様　1万円
岩下真麻様　1万円
牛野礼子様　1万円
氏原孝貴様　1万円
氏原瑞代様　1万円
遠藤雅夫様　1万円
岡田明彦様　1万円
岡山芳子様　1万円
乙黒芳子様　1万円
小原幸子様　1万円
勝萌菜美様　1万円
金森恵美様　1万円
川島徹様　1万円

川津五月様　1万円
北口智浩様　1万円
木寺健一様　1万円
黒野巧己様　1万円
河野英司様　1万円
小林加奈様　1万円
小林俊二様　1万円
佐藤忠様　1万円
重岡菜穂子様　1万円
芝原康高様　1万円
菅道様　1万円
鈴木聡様　1万円
蘇恒緯様　1万円
大黒守昭様　1万円
高木早苗様　1万円
瀧澤春生様　1万円
谷口浩一様　1万円
千村曜子様　1万円
鎭西直秀様　1万円
中村太郎様　1万円
西森幹也様　1万円
根岸志保様　1万円
野澤宏子様　1万円
蓮本昭浩様　1万円
林孝敏様　1万円
ハヤマカオリ様　1万円
久田英貴様　1万円
平瀬博幸様　1万円
福岡新五郎様　1万円
福嶋正俊様　1万円
福田大輔様　1万円
藤井隆史様　1万円
藤間珠美様　1万円
藤原万寿代様　1万円
舩山隆様　1万円
細谷和夫様　1万円
三浦尚之様　1万円
水野雅夫様　1万円
三反﨑好弘様　1万円
村上徳子様　1万円
村山則子様　1万円
本島仁子様　1万円
森雄介様　1万円
門田伸一様　1万円
柳原康慈様　1万円
山形起生様　1万円
山﨑聡様　1万円

吉岡真紀子様　1万円
渡邉雅子様　1万円
石橋泰様　5000円
栗本茂様　5000円
櫻井秀浩様　5000円
白水芳枝様　4000円
田端堅様　3000円
寺谷あゆ美様　3000円
有山真弓様　2000円
緒方弘子様　2000円
三原光樹様　2000円
牛田尚様　1000円
及部保雄様　1000円
草薙樹樹様　1000円
青山夏実様
秋野良恒様 
有吉司様
池口史子様 
石井洋様
市村由布子様
伊藤五十鈴様
伊藤富治郎様
井上俊次様 
井上正英様 
茨木正浩様 
今井美佐子様
今井梨乃様 
上岡和弘様 
上田洋子様 
宇佐美敏男様
内田薫様
江部健司様 
遠藤正子様 
大川聡様
大越基喜様 
大田敦子様 
大野慶治様 
岡野望世様 
小川俊明様 
荻野砂和子様
奥うらら様 
筬島雅之様 
筬島由利子様
海鋒正毅様 
加賀谷早苗様
片岡一郎様 
加藤のぞみ様



金井美佐保様
金子邦雄様 
金子朝子様 
ガハプカ奈美様
蒲地輝尚様 
北川翔一様 
北原光子様 
草場紀久子様
久保春代様 
黒瀬敏之様 
小泉眞理子様
河野芳春様 
小島裕子様 
小橋哲郎様 
小谷野匡子様
齊藤真知子様
佐々木英也様
佐藤和里様 
島田正敏様 
清水直樹様 
志村洋子様 
志茂嘉彦様 
菅原二郎様 
鈴木徹様
瀬田和生様 
高井泰子様 
髙木雄太様 
髙橋和美様 
高森豊美様 
滝沢健作様 
瀧村豪様
竹内隆子様 

武田孝史様 
田代美恵子様
舘泉礼一様 
田中厚子様 
田村光太郎様
長哲也様
塚田靖様
辻純様
辻真理様
土嶺由美子様
鶴原彩様
デュック麻里子様
徳永天実様 
鳥山静子様 
鳥山玲様
永井和子様 
永川澄子様 
中島芳奈子様
永田由布子様
中安みづほ様
夏野めぐみ様
西谷泰生様 
西村裕子様 
袴田容様
長谷川奏様 
早川智子様 
日蔭真美様 
日笠弥三郎様
平澤祥子様 
平山聡子様 
廣木利昌様 
廣瀬俊廣様 

福島武様
古瀬誠一郎様
増田美納様 
町田恵子様 
松山克子様 
丸谷鍈子様 
宮田清様
三好克美様 
森下祐子様 
守屋美枝子様

山岸千恵子様
山﨑孝様
山下真澄様 
山田直美様 
山田宏己様 
雪岡和様
横倉聡様
𠮷澤真由美様
吉田由佳様 
渡辺孝様

q藝大基金のお願い
「藝大基金」は、東京藝術大学の長期的・安定的な財政基盤
として、教育研究活動や社会連携活動の一層の発展と、我が
国における芸術文化の振興などに資することを目的に設立
されました。各種プロジェクトなどの実施と、学生へのさら
に充実した支援体制を築くため、広く地域社会や企業などの
皆様からご寄附を募っております。藝大基金の趣旨にご理解
をいただき、ご支援を賜りますようよろしくお願いします。

fお問い合わせ
社会連携課渉外企画係　☎ 050-5525-2400
藝大基金ウェブサイト https://fund.geidai.ac.jp/

　 編集部より
『藝える』編集部では、皆様からのご意見・
ご感想などをお待ちしています。今号の内容
についてのご感想や、今後のご要望などあ
りましたら、こちらまでお寄せください。

〒110-8714　東京都台東区上野公園12-8
東京藝術大学内　『藝える』編集部
Fax : 03-5685 -7760
E-mail : contact@ml.geidai.ac.jp

［法人などの皆様］
株式会社韋駄天様　100万円
いちはらメディカルグループ 市原健一様　100万円
インターマン株式会社様　100万円
医療法人社団透美会銀座ケイスキンクリニック様　100万円
宗教法人車折神社様　50万円
株式会社日本ウィルテックソリューション様　10万 9820円
故銀河の歌姫倉原佳子先生の友人とファン一同様　10万円
Piascore株式会社様　10万円
株式会社アイエスエイ様　5万円
愛知株式会社様
弁護士法人近江法律事務所様
株式会社サイバーエージェント様
株式会社パソナグループ様
東日本旅客鉄道株式会社様
フェンディ・ジャパン株式会社様
一般財団法人桃園学園様
八木兵殖産株式会社様
山田産業株式会社様
山梨同声会様
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